
一

は
じ
め
に 

　

既
に

直
木
孝
次
郎
氏

田
中
卓
氏
ら
に
よ
り

古
事
記

和
銅
五
　

年

712

の
地
名
表
記
は

大
宝
元
年
以
前
の
古
い
国
名
表
記
に
一
致
す
る
こ
と
が

指
摘
さ

れ
て
い 
る 

ま
た

鎌
田
元
一
氏
は

六
国
史
や

延
喜
式

に
見
ら
れ
る
字
音
仮

１

名
二
字
の
地
名
表
記
の
契
機
に

大
宝
四
　

年
四
月
の
国
印
鋳
造
が
あ
る
こ
と

704

に
言
及
し
て
お
ら
れ

興
味
深 
い ２

　

そ
も
そ
も

国
名
表
記
を
統
一
す
る
詔
は

和
銅
六
　

年
五
月
に

畿
内
七

713

道
諸
国
郡
郷
名

着
二

好
字
一

続
日
本
紀

五
月
甲
子
条

と
あ
る
記
事
に
明
ら

か
で
あ
る

こ
の
勅
命
に
続
け
て

土
地
の
状
態
を
つ
ま
び
ら
か
に
報
告
す
る
義
務

を
負

て

風
土
記

の
撰
進
が
諸
国
に
命
じ
ら
れ
た

延
喜
式

に

凡
諸
国

部
内
郡
里
等
名
並
用
二

二
字
一

必
取
二

嘉
名
一

民
部
省
式
上
と
あ
る
条
文
は
こ

の
和
銅
年
間
の
規
定
に
準
じ
た
と
推
測
さ
れ
る

こ
れ
ら
地
名
表
記
統
一
の
動
き

は

字
音
仮
名

一
字
一
音

な
ど
で

さ
ま
ざ
ま
に
書
か
れ
て
い
た
表
記
を

中

国
風
の
文
化
に
な
ら

て
統
制
し
よ
う
と
し
た

律
令
制
下
の
国
家
的
方
針
に
他
な

ら
な
い

そ
の
動
き
は

当
然

国
史
や
地
誌
の
編
纂
に
関
わ
る
も
の
で
あ

た

　

但
し

国
名
表
記
は

大
宝
以
後
に
統
一
が
進
み
つ
つ
あ

た
も
の
の

普
及
・

徹
底
に
は
そ
れ
な
り
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
が

木
簡
・
正
倉
院
文
書
の
諸
例
か
ら

知
ら
れ
る

況
ん
や

郡
名
・
里
名
に
お
い
て
は

在
地
レ
ヴ

ル
に
至
る
ま
で

さ
ら
に
徹
底
が
遅
れ
た
だ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な 
い 

萬
葉
集
に
は

人
麻

３

呂
を
含
め

次
節
以
降
に
見
る
よ
う
に

倭
名
類
聚
抄

に
あ
る
よ
う
な
郡
名
・
里

名
表
記
と
は

か
な
り
異
な
る

自
由

な
表
記
例
を

数
多
く
見
得
る

　

近
時

北
川
和
秀
氏
に
よ
り

萬
葉
集
の
題
詞
・
左
注
と

歌
中
の
国
名
表
記
が

異
な
る
も
の
に
つ
い
て

報
告
が
な
さ
れ

歌
に
用
い
ら
れ
る
国
名
表
記
に

よ
り

古
い
体
系
の
地
名
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ 
た 

本
論
は

う
た
の
内

４

部
に
用
い
ら
れ
る
地
名
表
記
が

題
詞
や
左
注
と
異
な
り

自
由

な
表
記
傾
向
を

採
る
こ
と
を
踏
ま
え

こ
と
に
人
麻
呂
や

萬
葉
前
期
の
歌
う
た
に

よ
り
特
異
な

地
名
表
記

古
い

表
記
と
い
う
よ
り
は

自
由
性

と
い
う
こ
と
を
問
題
に

す
る
べ
き
か

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る

「懸詞」と地名表記

1

懸
詞

と
地
名
表
記

七
世
紀
の
文
字
と

レ
ト
リ

ク

と
し
て
の
文
字

八
木
京
子
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二

柿
本
人
麻
呂
の
地
名
表
記
の
特
異
性

固
定
化
以
前
の
地
名
表
記

　

柿
本
人
麻
呂
の
地
名
表
記
に
は

幾
つ
か
の
用
例
に
お
い
て

史
書
や

倭
名
類

聚
抄

に
見
る
よ
う
な

公
用
表
記

と
は

異
な
る
地
名
表
記
が
存
在
す
る

そ

の
な
か
に
は

人
麻
呂
に
孤
例
の
表
記
も
少
な
く
な
い

人
麻
呂
の

う
た

に
書

か
れ
る

自
由
な

地
名
表
記
は

七
世
紀
代
に
通
行
し
て
い
た
古
い
地
名
表
記
と

思
わ
れ
る
例
や

う
た

の
文
字
と
し
て

創
意
工
夫
の
上
で
特
別
に
用
い
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
例
な
ど

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
性
を
有
し
て
い
る

総
論
を
述
べ
る

前
に

ま
ず
は
個
々
の
事
例
に
即
し

木
簡
な
ど
の
出
土
文
字
資
料
と
の
比
較
を
行

う
こ
と
か
ら
始
め
た
い

あ
ふ
み

　

人
麻
呂

淡
海

①
二
九

③
二
六
六

⑦
一
二
八
七

⑪
二
四
三
五

⑪

二
四
四
五

淡

⑪
二
四
三
九

近
江

⑪
二
四
四
〇
／
人
麻
呂
以
外

淡
海

①
五
〇

②
一
五
三

④
四
八
七

⑦
一
三
五
〇

⑦
一
三
九
〇

⑨

一
七
五
七

⑪
二
七
二
八

⑫
三
〇
二
七

⑬
三
二
三
八

⑰
三
九
七
八

相

海

⑫
三
一
五
七

⑬
三
二
三
七

近
江

③
二
七
三

⑦
一
一
六
九

⑬

三
二
三
九

⑬
三
二
四
〇
／
題
詞
・
左
注
な
ど

近
江
大
津
宮
御
宇
天
皇
代

標
題
①
一
六

②
九
一

②
一
四
七

近
江

左
注
①
七

①
一
八

二
例

題
詞
①
一
三

①
一
七

①
二
九

①
三
二

②
一
〇
二

②
一
一
五

②
一
四

八

③
二
六
三

③
二
六
四

③
三
〇
五

④
四
八
八

⑥
一
〇
一
七

⑧
一
六

〇
六

　

人
麻
呂
は

全
七
例
中

五
例
を

淡
海

一
例
を

淡

一
例
を

近
江

と
書
く

こ
の

近
江

表
記
に
つ
い
て

そ
れ
が
和
銅
六
年
以
降
に
通
用
す
る
と

い
う
指
摘
か
ら

真
淵

万
葉
考

近
江

と
書
か
れ
る

略
体
歌

の
筆
録
時

期
に
関
し

か
つ
て
論
議
を
呼
ん
だ
こ
と
が
あ 
る 

し
か
し

結
論
的
に
言
え
ば

５

こ
の

近
江

の
一
例
を
も

て
し
て

人
麻
呂
歌
集
を
奈
良
朝
以
降
の
作
と
見
る

こ
と
は

正
し
い
判
断
で
は
な
か
ろ 
う ６

　

な
お

と
ほ
つ
あ
ふ
み

の
地
名
は

飛
鳥
京
跡
苑
池
木
簡
に

遠
水
海
国

2003
11

木
簡
研
究

二
五
号     
  

藤
原
宮
木
簡
に

遠
江
国
浜
名
日
下
部
君
□

1993
11

木
簡
研
究

一
五
号     
  

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

一

1993

一
 
   

と
あ
り

人
麻
呂
も

遠
江

人
麻
呂
⑦
一
二
九
三

と
用
い
て
い

る
よ
う
に

既
に
そ
の
呼
び
名
は
定
着
し
て
い
た
ら
し
い

東
歌
⑭
三
四
二
九
に

と
ほ
つ
あ
ふ
み
等
保
都
安
布
美

そ
れ
に
照
応
す
る
呼
び
名
と
し
て

あ
ふ

み

琵
琶
湖

を

ち
か
つ
あ
ふ
み

と

呼
び
慣
わ
し
て
い
た
こ
と
は

想
像
で

き
る
こ
と
で
あ
ろ
う

　

実
際

ち
か
つ
あ
ふ
み

の
名
を

そ
の
ま
ま
文
字
に
し
た
か
と
思
わ
れ
る

近

淡
海

ち
か
つ
あ
ふ
み

の
文
字
が

古
事
記

に
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

1986
1

る

さ
ら
に
飛
鳥
京
木
簡
に

近
淡

と
あ
り

明
日
香
風

一
七
号     
 

ま
た

近
水
海

の
表
記
が

石
神
遺
跡
木
簡
に
見
ら
れ
る

木
簡
研
究

二
六

2004
11

号     
   
 ７

　

近
江

の
国
名
表
記
は

ち
か
つ
あ
ふ
み

と
ほ
つ
あ
ふ
み

と
い
う

大
和

こ
と
ば
か
ら
発
想
さ
れ
た
文
字
遣
い
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う

人
麻
呂
が

 
近
江
海 

⑪
二
四
四
〇

と
敢
え
て
記
す
の
は

並
ん
で
歌
わ
れ
る
前
歌
の

淡

あ
ふ
み
の
う
み

海

⑪
二
四
三
九

表
記
も

あ
ふ
み 
の  
う  
み 

と

訓
む 

こ
と
を
示
唆
す
る

 
 

た
め
の
補
足
的
な
文
字
遣
い
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ 
る 
他
の
人
麻
呂
歌
集
歌
は

９

淡
海

と
あ

て

あ
ふ
み
の
う
み

と
訓
む

　

人
麻
呂
が

ア
フ
ミ

を

淡
海

と
書
く
の
は

七
世
紀
代
の
一
般
的
な

ア

フ
ミ

表
記
に
倣

た
た
め
で
あ
ろ
う

役
民
①
五
〇

倭
大
后
②
一
五
三

崗
本

８

2
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天
皇
④
四
八
七

人
名
で
も

ア
フ
ミ

は

調
首
淡
海

①
五
五

淡
海
真

人
三
船

⑳
四
四
六
七

な
ど
と
書
か
れ
る

調
首
淡
海

は

壬
申
の
乱
の
功

臣
で
あ
り

日
本
書
紀

天
武
元
年
六
月
二
四
日
条

に
も
同
表
記
で

そ
の
名

が
見
え
る

　

萬
葉
集
に
は

近
江

が
四
例
で
あ
る
の
に
対
し

淡
海

は
十
例
用
い
ら
れ

古
い
地
名
表
記
が

依
然
と
し
て
萬
葉
集
の

う
た

の
文
字
に
現
出
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る

大
勢
的
に
は

淡
海

か
ら

近
江

へ
と
い
う
表
記
の
流
れ

が

文
字
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
の
だ
が

平
城
宮
木
簡
に
い
た

て

近
江

は

急
増

管
見
で
は
七
世
紀
代
木
簡
に

近
江

は
確
認
で
き
な
い

こ
と
萬
葉
集
に

お
い
て

淡
海

の
文
字
が

家
持

述
恋
緒
歌

⑰
三
九
七
八

や

巻
十
一
・

十
二
の
作
者
未
詳
歌
に
見
え
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る

既
に
述
べ
た
と
お
り

和
銅

の
勅
命
以
降

近
江

の
表
記
が

ど
の
程
度

普
及
し
て
い
た
か
の
判
断
は
難
し

く

日
常
的
な
文
字

和
歌
を
含
む

に
は

普
段

用
い
ら
れ
て
い
た
慣
例
的
な

地
名
表
記
が
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う

　

正
倉
院
文
書

編
年
文
書
一
四
・
三
一
〇

に

淡
海
国

と
あ
る

ま
た

令
集
解

戸
令
戸
籍
条
古
記
に

近
江
を

水
海

と
書
い
た
例
が
あ
る

②
あ
は
ぢ

　

人
麻
呂

粟
路

③
二
五
一
／
人
麻
呂
以
外

淡
路

③
三
八
八

二

例

④
五
〇
九

⑥
九
三
三

⑥
九
三
五

⑥
九
四
二

⑥
九
四
六

⑦
一
一
六

〇
⑦
一
一
八
〇
⑫
三
一
九
七
⑰
三
八
九
四

安
波
治

⑭
三
四
〇
五
⑮

三
六
二
七

⑮
三
七
二
〇
／
題
詞
・
左
注
な
ど

な
し

　

人
麻
呂
の

粟
路

の
文
字
は

萬
葉
集
に
孤
例
の
文
字
遣
い
で
あ
る

一
方

淡
路

の
文
字
は
多
く
見
え

十
首
十
一
例
に
用
い
ら
れ
て
い
る

粟
路

は

七
世
紀
の
出
土
と
さ
れ
る
木
簡
に

粟
道
宰
熊
鳥　

□
／
・
封
□

木
簡
研
究

1993
11

一
五
号     
  

飛
鳥
・

1993

藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

一
一
 
   

と
あ
り

注
意
さ
れ
る

こ
れ
は

淡
路

の

国
守

宰

か
ら
差
し
出
し
た

荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ

ア
ハ
ヂ

を

粟 
道 

と
書
い
た
事
例
で
あ
る

古
事

記

は

淡 
道 

と
表
記

　

な
お

淡
路
島
の
属
島

も
し
く
は
阿
波
国
に
比
定
さ
れ
る

ア
ハ
シ
マ

は

人
麻
呂
歌
集
に

粟
小
嶋

ア
ハ
ノ
コ
シ
マ

⑨
一
七
一
一

と
書
か
れ

ア
ハ

シ
マ

は

一
字
一
音
以
外
の
萬
葉
集
の
用
例
す
べ
て
が

粟
嶋

と
表
記
さ
れ
る

③
三
五
八

④
五
〇
九

⑦
一
二
〇
七

⑫
三
一
六
七

ア
ハ
シ
マ

に
つ
い
て

言
え
ば

木
簡
に

志
摩
国
答
節
郡
□
□

粟
嶋

と
見
え

志
摩
国
答
志
郡
付

近
の
島
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

一
六

1983

    

そ
も
そ
も

ア
ハ

の
音
は

郡
名
・
人
名
に
多
く

播
磨
国
宍
粟
郡

飛
鳥
池
遺
跡
木
簡
・
平
城
宮
木
簡
に
幾
つ
か
例
が
あ
る
や

粟
田
部
三
山

飛

鳥
・

1998

藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

一
三
 
   

粟
田
戸
世
万
呂

飛

鳥
・

2006
1990

藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
二
〇
 
   

日
本
古
代
木
簡
選 
   

な
ど
と
用
い
ら
れ
る
が

一
般
的
に

粟

の
文
字
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い

③
あ
か
し

　

人
麻
呂

明

③
二
五
四

③
二
五
五

安
可
思

⑮
三
六
〇
八
／
人

麻
呂
以
外

明

⑥
九
四
一

明
石

③
三
二
六

⑦
一
二
二
九

開

③
三
八
八

赤
石

⑦
一
二
〇
七

安
可
志

⑮
三
六
二
七
／
題
詞
・
左

注
な
ど

な
し

　

人
麻
呂
二
例
と
赤
人
一
例
に

明

の
一
文
字
で

ア
カ
シ

と
書
く
例
が
あ

る

平
城
宮
木
簡
お
よ
び

倭
名
類
聚
抄

元
和
本
巻
五

に
は

播
磨
国
明

石

安
加
志

と
あ
り

明
石

の
二
文
字
が

公
用
表
記

と
し
て
定
着
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る

飛
鳥
京
木
簡
に

播
磨
国
明
伊
川
里
五
戸

木
簡
研
究

二
五

「懸詞」と地名表記
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2003
11

号     
  

と
あ
り

明

の
下
に

評

が
脱
字
に
な

て
い
る
が

明
石

郡

を
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う

ま
た
平
城
京
木
簡
に

朋
郡
葛
江
里

木
簡
研

2002
11

1975

究

二
四
号     
  

平
城
京
出
土
木
簡
概
報

一
〇
 
   

と
あ

て

朋

は

明

の
誤
字
と
考
え
ら
れ

播
磨
国
明
石
郡
葛
江
郷

布
知
衣

倭

名
類
聚
抄

元
和
本
巻
八

の
こ
と
と
推
定
で
き
る

　

こ
れ
ら
の
木
簡
よ
り

明
の
一
文
字
で

ア
カ
シ
明
石

を
地
名
表
記
し

た
事
例
が

知
ら
れ
る
こ
と
と
な

た

人
麻
呂
の

明

一
文
字
表
記
は

古
い

地
名
表
記
に
倣

た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う

人
麻
呂
の
例
は

と
も
し
び
の
留

火

あ
か
し
お
ほ
と

明
大
門

③
二
五
四

と
係
か
る
人
麻
呂
独
自
の
枕
詞

を
伴
う

被
枕
詞
と
し
て
は

明
石

よ
り
も

明

の
方
が

余
分
な
要
素
が
加

わ
ら
ず

意
味
が
通
り
や
す
い

④
い
な
み

い
な
び
の

　

人
麻
呂

稲
見

③
三
〇
三

稲
日
野

③
二
五
三
／
人
麻
呂
以
外

稲
日

④
五
〇
九

印
南

⑮
三
五
九
六

伊
奈
美

①
一
四

⑥
九

四
二

⑳
四
三
〇
一

印
南
野

⑦
一
一
七
八

⑦
一
一
七
九

稲
見
野

⑥
九
三
八

⑨
一
七
七
二

不
欲
見
野

⑥
九
四
〇

将
行
乃
河

⑫
三

一
九
八
／
題
詞
・
左
注
な
ど

題
詞

印
南
野

⑥
九
三
五

　

イ
ナ
ミ

は

倭
名
類
聚
抄

元
和
本
巻
五

に

山
陽
郡
播
磨
国
印
南
伊

奈
美

と
あ
る

萬
葉
集
で
も

題
詞
に

印
南

と
表
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら

⑥

九
三
五

お
そ
ら
く
は
和
銅
六
年
以
降

印
南

の
地
名
表
記
が
定
着
し
た
と
思

わ
れ
る

播
磨
国
印
南
郡

の
表
記
は

平
城
京
木
簡
に
幾
つ
か
見
え
る

し
か

し

人
麻
呂
以
外
に
も

稲
日

丹
比
真
人
笠
麻
呂
④
五
〇
九

稲
見
野

山

部
赤
人
⑥
九
三
八

阿
倍
大
夫
⑨
一
七
七
二

と
書
か
れ
る
例
が
あ
り

旧
表
記
も

並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

　

イ
ナ

の
音
に

稲

の
表
記
を
宛
て
る
こ
と
は

人
名
・
地
名
と
も
に

当

時

多
く
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

参
考
ま
で
に
挙
げ
る
と

古
事
記

に
お
い

て

イ
ナ
バ

は

稲
羽

と
書
か
れ
る
が

藤
原
宮
跡
出
土
木
簡

藤
原
宮
木

簡

二
五
二
九

の
中
に

秦
稲
羽

と
い
う
人
名
が
あ
り

こ
れ
も
同
様
に
古
い

国
名
表
記
に
関
連
す
る
も
の
と
言
わ
れ 
る

2005

　

石
神
遺
跡
に
は

物
部
稲
都
弥

□
マ
稲
耳

木
簡
研
究

二
七
号     

11   

な
ど
と
見
え

イ
ネ

を
用
い
た
人
名
の
例
は

枚
挙
に
暇
が
な
い

　

イ
ナ
ミ

イ
ナ
ビ

の
音
を
文
字
化
す
る
に
あ
た

て
は

稲
日

稲
見

の
表
記
が

当
時

も

と
も
自
然
な
文
字
形
態
で
あ

た
と
考
え
ら
れ
る

⑤
い
も
せ
の
や
ま

い
も
や
ま
・
せ
の
や
ま

　

人
麻
呂

妹
勢
能
山

⑦
一
二
四
七
／
人
麻
呂
以
外

妹
背
乃
山

④

五
四
四

妹
背
之
山

⑦
一
一
九
五

 
妹  
与  
背  
山 

い
も 
と 
せ
の 
や
ま

⑦
一
二
〇
九

 
妹 いも

 
与  
勢 
と 

せ 
能  
山 

⑦
一
二
一
〇

妹
山

⑦
一
〇
九
八

勢
能
山

①
三
五

の 
や
ま

③
二
八
五

③
二
八
六

③
二
九
一

⑦
一
一
九
三

⑦
一
二
〇
八

⑨
一
六
七

六

⑬
三
三
一
八
／
題
詞
・
左
注
な
ど

題
詞

勢
能
山

①
三
五

③
二
八

五

③
二
九
一

　

萬
葉
集
に
は

妹
背
乃
山

④
五
四
四

妹
背
之
山

⑦
一
一
九
五

 
妹 いも

 
与  
背  
山 

⑦
一
二
〇
九

 
妹  
与  
勢  
能  
山 

⑦
一
二
一
〇

と
書
か
れ

セ

の

と 
せ
の 
や
ま 

い
も 
と 

せ 

の 
や
ま

文
字
に

勢

を
宛
て
る
の
は

人
麻
呂
と
他
一
例
だ
け
で
あ
る

し
か
し

単
独

で
用
い
ら
れ
る

セ
ノ
ヤ
マ

は

全
て

勢
能
山

と
表
記
さ
れ

例
外
は
見
ら

れ
な
い

こ
れ
が

イ
モ
＋
セ

と
い
う
複
合
語
に
な

た
と
き

妹 
背 
と
書
か

れ
る
傾
向
が
あ

た
と
考
え
ら
れ
る

　

人
麻
呂
の

妹
勢
能
山

の
文
字
は

妹

が
訓
仮
名

勢

が
音
仮
名
で
あ

り

音
仮
名

と

訓
仮
名

の
混
用
に
な

て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ 
る

音
訓

　
10

　
11
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仮
名
の
一
単
語
内

一
つ
の
地
名

の
交
用
は

六
国
史
や

倭
名
類
聚
抄

な
ど

で
は

基
本
的
に
避
け
ら
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る

し
か
し

こ
の
よ
う
な
音
訓

仮
名
の
交
用
は

七
世
紀
代
の
地
名
表
記
に
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ

人
麻
呂
の
例
も

そ
れ
に
倣

た
も
の
と
諒
解
さ
れ
る

音
訓
仮
名
の
交
用
が

一
般
的
に
違
和
感
の

な
い
も
の
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は

龍
角
寺
五
斗
蒔
瓦
窯
跡

の
地
名
表
記
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る

第
四
節
に
後
述

　

夫

の
意
の

セ

は

人
麻
呂
が

勢
古

⑪
二
三
八
四

と
用
い
る 
他

勢

井
戸
王
①
一
九

誉
謝
女
王
①
五
九

但
馬
皇
女
②
一
一
五

石
川
郎
女
②

一
二
八

勢
子

中
皇
命
①
一
一

勢
枯

當
麻
真
人
麻
呂
妻
①
四
三

勢
祜

大
伯
皇
女
②
一
〇
五

な
ど

古
く

勢

子
・
枯

の
文
字
で
書
か

れ
る
こ
と
が
多
い

背

背
子

の
表
記
が
主
流
と
な
る
の
は

萬
葉
集
を
見
る

限
り

萬
葉
第
三
期
以
降
で
あ
る

例
外
的
に

家
持
歌
巻
の
一
字
一
音
表
記
で
は

勢
故

が
多
く
用
い
ら
れ
る

　

固
有
名
詞

セ
ノ
ヤ
マ

を
単
独
で
書
く
場
合

勢
能
山

と
表
記
す
る
こ
と
が

多
い
の
は

夫

の
意
の

セ

が

勢

と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か

た

七
世

紀
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
文
字
遣
い
に
連
動
す
る
現
象
で
あ
ろ
う

セ

夫

の
よ

う
な
生
活
に
密
着
し
た
文
字
に

音
仮
名
が
用
い
ら
れ
る
理
由
は

ま
た
別
に
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
が
 
兄 

と
の
差
異
化
か

セ

の
音
を
示
す
の
に

勢

が

せ

日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

石
神
遺
跡
木
簡
に

道
勢
岐
官
前
□

木

2004
11

簡
研
究

二
六
号     
  

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
要

一
七

2003

    

と
あ

て
 
関
司 
が

勢
岐
官

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

ま
た
飛
鳥

せ
き
の
つ
か
さ

京
跡
苑
池
木
簡
に

阿
支
奈
勢

と
あ
る
例

木
簡
研
究

2003
11

二
五
号     
  

飛

2002

鳥
京
跡
苑
池
遺
跡
遺
構
調
査
概
報

学
生
社     

等
か
ら
知
ら
れ
る

　

国
名
・
氏
名
に
お
い
て
も

伊
勢
国

巨
勢
氏

な
ど

勢

の
文
字
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る

⑦

く
せ

参
照
の
こ
と
 

　
12

⑥
み
わ

　

人
麻
呂

三
和

⑦
一
一
一
九

⑨
一
六
八
四

弥
和

⑦
一
一
一
八

／
人
麻
呂
以
外

三
輪

①
一
七

①
一
八

④
七
一
二

⑦
一
〇
九
五

⑧

一
五
一
七

神

②
一
五
六

②
一
五
七

⑦
一
四
〇
三

⑩
三
〇
一
四

三
和

⑩
二
二
二
二
／
題
詞
・
左
注
な
ど

三
輪

題
詞
⑨
一
七
七
〇

左
注
①
一
八

三
輪
朝
臣
高
市
麻
呂

左
注
①
四
四

大
神
大
夫

題
詞

⑨
一
七
七
〇

⑨
一
七
七
二

　

人
麻
呂
は

三
輪

川
・
山

を

三
和

弥
和

と
書
い
て
い
る

三

和

は

前
掲
⑤

妹
勢
能
山

と
同
様

音
訓
を
交
用
し
た
例
で
あ
り

人
麻
呂

以
外
に
も
一
例
だ
け
見
ら
れ
る

⑩
二
二
二
二

題
詞
・
左
注
に
三
輪
と
用
い

ら
れ

ま
た
人
名

三
輪
朝
臣
高
市
麻
呂

に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

日
本
書

紀

萬
葉
集

但
し

萬
葉
集

で
は

大
神
大
夫

と
も

三
輪

の
表
記

が

安
定
的
に
用
い
ら
れ
た
公
用
表
記
と
考
え
ら
れ
る

一
方

古
事
記

で
は

一
貫
し
て

美
和

と
書
か
れ
る

日
本
書
紀

で
は

三
輪

　

三
輪
山

を

三
和

弥
和

と
書
く
例
は

他
の
文
字
資
料
に
見
当
た
ら
な

い
が

播
磨
国
賀
茂
郡

ミ
ワ
ノ
サ
ト

の
里
名
を

三
和
里

と
書
い
た
例
が
あ

る
 
□ 
国
賀
茂
郡
□
□
郷
三
和
里

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

一
四
 

磨
カ

1981

    

三

和

と
も
に
字
画
数
の
少
な
い
文
字
で
あ
り

ミ

と

ワ

の

音
を
表
わ
す
こ
と
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
文
字
が 
一  
般  
的  
に 
併
せ
用
い
ら
れ
や
す

 
 
 

か

た
の
で
あ
ろ
う

同
じ
く
音
訓
を
交
用
す
る
例
だ
が

人
麻
呂
は

三
毛
侶

山

⑦
一
〇
九
三

⑪
二
五
一
二

と
も
用
い
て
い
る

こ
の

三
毛
侶

も
人

麻
呂
に
孤
例
の
文
字
で
あ
る

萬
葉
集
は
殆
ど
の
用
例
が

三
諸

次
節
⑮

み
も

ろ

参
照
の
こ
と

　

な
お

人
麻
呂
は

三
和

弥
和

の
よ
う
に

同
じ
地
名
を
幾
通
り
に
も
仮

名
表
記
す
る
場
合
が
あ
る

例
え
ば
ア
ド
カ
ワ
は

吾
跡
川

⑦
一
二
九
三

「懸詞」と地名表記
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余
跡
川

⑦
一
二
九
三

阿
渡
川

⑨
一
六
九
〇

と

三
様
に
書
か
れ
る

こ
の
例
な
ど
は

音
仮
名
・
訓
仮
名
の
両
例
が
見
ら
れ

地
名
表
記
が
固
定
的
で
な

く
自
由
に
書
か
れ
た
こ
と
の
例
証
と
し
て

指
摘
で
き
る

⑦

く
せ

参
照
の
こ

と

第
四
節
に
後
述

⑦
く
せ

　

人
麻
呂

久
世

⑨
一
七
〇
七

⑪
二
四
〇
三

来
背

⑪
二
三
六
二
・

二
例

⑦
一
二
八
六
／
人
麻
呂
以
外

な
し
／
題
詞
・
左
注
な
ど

な
し

　

前
掲
⑥

み
わ

の
よ
う
に

仮
名
で
書
か
れ

地
名
表
記
が
固
定
し
て
い
な

か

た
と
考
え
ら
れ
る
例
に

ク
セ

が
挙
げ
ら
れ
る

人
麻
呂
の
例
に
は

音
仮

名
表
記

久
世

訓
仮
名
表
記

来
背

の
両
例
が
あ
る

倭
名
類
聚
抄

元
和

本
巻
六

に

山
城
國
久
世
郡
久
世

と
あ
る

木
簡
に
は

奈
良
朝
以
降

久

世

の
表
記
が

幾
つ
か
見
ら
れ
る

久
世
郡

平
城
宮
木
簡

六

奈
良
国
立

2003

文
化
財
研
究
所     

　

し
か
し

古
く
は

久
勢

と
書
か
れ
た
よ
う
で

勢

の
仮
名
が
古
い
時
代
に

多
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
は

⑤

妹
勢
能
山

で
指
摘

藤
原
宮
木
簡
に
見
ら
れ
る

1981

□
川
千
代　

川
内
志
貴
千
代　

山
代
久
勢
千
代

木
簡
研
究

三
号     

飛
1981

鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

六
 
   

平
城
宮
木
簡
に

山
背
国
久

1978

勢 
□ 

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

一
二
 
   

山
背
国
久
勢
郡

郡
カ

1993

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

二
七
 
   

　

人
麻
呂
の

久
世

表
記
は

そ
れ
だ
け
見
る
と

新
し
い
地
名
表
記
を
先
取
り

し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
が

こ
の
点

①

近
江

⑧

宇
治

も
同

別
に

は

来
背

の
表
記
も
あ
り

ク
セ

の
音
に

さ
ま
ざ
ま
な
仮
名
を
宛
て
た
結
果

と
推
測
さ
れ
る

開
木
代
 
来  
背 
と
用
い
ら
れ

工
夫
を
凝
ら
し
た
文
字
と
し
て

 

注
意
さ
れ
る

⑩

や
ま
し
ろ

参
照

来
背

の
地
名
表
記
は

木
簡
に
は
例
が

な
い

⑧
う
ぢ

　

人
麻
呂

氏

③
二
六
四

是

⑪
二
四
二
七

⑪
二
四
二
九

⑪
二

四
三
〇

宇
治

⑪
二
四
二
八
／
人
麻
呂
以
外

兎
道

①
七

氏

①
五
〇

⑦
一
一
三
五

⑦
一
一
三
六

⑦
一
一
三
七

⑦
一
一
三
八

⑦
一
一

三
九

⑪
二
七
一
四

⑬
三
二
三
七

⑬
三
二
四
〇

于
遅

⑬
三
二
三
六

／
題
詞
・
左
注
な
ど

題
詞

宇
治

③
二
六
四

⑨
一
六
九
九

宇
治
若
郎

子

⑨
一
七
九
五

左
注

宇
遅
部
黒
女

⑳
四
四
一
七

　

前
掲
⑥
⑦
に
続
き

地
名

ウ
ヂ

も

人
麻
呂
は
種
々
に
表
記
し
て
い
る

氏

×

是

宇
治

ウ
ヂ

は

古
い
と
こ
ろ
で
は
石
神
遺
跡
木
簡
に

于
遅 

と
見
え

磯
マ

秦
人
マ

な
ど
と
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

ウ
ヂ
部

と
書
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る

木
簡
研
究

2005
11

二
七
号     
  

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調

2004

査
出
土
木
簡
概
要

一
八
 
   

な
お

藤
原
宮
木
簡
に

綾
郡
山
本
里
宇
遅

1993
11

部
首

木
簡
研
究

一
五
号     
  

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概

1993

要

一
一
 
   

と
あ
る
他

讃
岐
国
の
人
名
で

宇
遅
部
首

と
書
か
れ
た
例

が
あ
る

萬
葉
集
左
注
に

武
蔵
国
防
人
の
妻

宇
遅
部
黒
女

⑳
四
四
一
七

　

宇
治

表
記
の
古
い
と
こ
ろ
で
は

藤
原
京
跡
左
京
七
条
一
坊
木
簡
に

□
宇
治

2003
11

部
忍
□

木
簡
研
究

二
五
号     
  

飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

2002
概
要

一
六
 
   

と
あ

て

藤
原
宮
時
代
に

宇
治

と
書
か
れ
た
例
が
あ

る
が

奈
良
朝
以
降
に
多
出
す
る

宇
治
郡

宇
治
部

の
用
例
数
か
ら
す
れ
ば

か
な
り
珍
し
い
例
で
あ
る

宇
治

の
表
記
が

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な

た
の
は

奈
良
期
以
降

文
献
で
は

続
日
本
紀

以
降

と
考
え
て
よ
い

　

記
紀
で
は

ウ
ヂ

は

宇
遲
野

古
事
記

莵
道
野

日
本
書
紀

と
記
さ
れ

人
名
に
お
い
て
も

莵
道
稚
郎
子

莵
道
稚
郎
姫

応
神
紀

宇

6
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遅
能
和
紀
郎
子

宇
遅
能

之

若
郎
女

古
事
記

な
ど
と
記
さ
れ
る

萬

葉
集
で
も

兎
道
乃
宮
子

①
七

于
遅
渡

⑬
三
二
三
六

な
ど
と
書
か

れ

宇
治

と
表
記
さ
れ
る
例
は

人
麻
呂
の
一
首

⑪
二
四
二
八

の
他
は

萬

葉
集
に
題
詞
三
例

③
二
六
四

⑨
一
六
九
九

⑨
一
七
九
五

を
数
え
る
の
み
で

あ
る

即
ち

う
た

の
な
か
で

宇
治

と
書
く
の
は

人
麻
呂
の
用
例

⑪
二

四
二
八

に
限
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た 
い

歌
中
に
あ

て

宇
治

と
書
く
こ

の
例
に
つ
い
て
言
え
ば

連
続
す
る
歌
の

是
川

ウ
ヂ
カ
ワ

人
麻
呂
に
孤
例

の
表
記
で
は
訓
め
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
一
首
だ
け
宇
治
と
仮

名
書
き

し
た
た
め
で
あ
ろ 
う

是
川

の

是

が

ウ
ヂ

の
音
を
導
く
以

外
に

有
意
の
文
字
と
し
て
担
う

臨
場
表
現
の
機
能

に
つ
い
て

稲
岡
耕
二
氏

に
指
摘
が
あ 
る

　

人
麻
呂
ほ
か

萬
葉
集
全
般
に

氏

と
書
か
れ
る
例
は

枕
詞

ち
は
や
ひ

と

ち
は
や
ふ
る

序
詞

も
の
の
ふ
の
八
十

を
伴
う
例
が
多
く

地
名
表

記
が

懸
詞

と
な
る
例
で
あ
る

第
五
節
参
照

⑨
こ
は
た
の
や
ま

　

人
麻
呂

強
田
山

⑪
二
四
二
五
／
人
麻
呂
以
外

木
旗

②
一
四

八
／
題
詞
・
左
注
な
ど

な
し

　

人
麻
呂
以
外
の
萬
葉
集
の
例
に

木
旗

②
一
四
八

と
あ
る

古
事
記

に

は

木
幡
村

と
あ
り

現
在
の
京
都
府
宇
治
市
木
幡
の
地
の
こ
と
を
い
う

古

事
記

に
見
ら
れ
る
と
お
り

木
幡

の
表
記
は
古
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る 
が

人
麻
呂
は

コ
ハ

タ

と
分
節
し
た
上
で

強
田

と
書
い
て

い
る
も
の
で

特
異
な
例
で
あ
る

当
該
一
首
は
 
山
科 　
 
強
田
山 　
 
馬
雖
在 　

や
ま
し
な
の 
こ
は
た
の
や
ま
を 

う
ま
は
あ
れ
ど

 
歩
吾
来 　
 
汝
念
不
得 
と
詠
ま
れ

土
橋
寛
氏
が

被
虐
的
な
心
情

と
指
摘
し
た

か
ち
よ
り
あ
が
こ
し 

な
を
お
も
ひ
か
ね
て

歌
で
あ 
る

　
13

　
14

　
15

　
16

　
17

　

当
時

コ
ハ
タ

の
地
名
に
関
し

強

田

と
書
い
た
も
の
が
他
に
あ

た

か
ど
う
か

傍
証
史
料
も
な
く
不
明
で
あ
る
が

当
該
一
首
の
歌
が
ら
を
考
え
る
と

き

こ
れ
が
歌
意
に
適

た
文
字
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う

コ
ハ
タ

は

コ

ハ
タ

と
分
析
さ
れ
る
の
が

分
析
を
経
な
い
ま
で
も

こ
の
よ
う
に
分
節
す

る
方
が

対
応
す
る
文
字
を
宛
て
や
す
い

一
般
的
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば

こ
の
文
字
用
法
は

う
た

の
内
容
に

調
和

さ
せ
る
た
め
の

人
麻
呂
個
人
の

文
字
表
現

と
言
え
る
で
あ
ろ
う

こ
れ
は

う
た

の
文
字
と
し
て

改
め
て
論

じ
る
べ
き
問
題
で
あ
る

第
五
節
参
照

⑩
や
ま
し
ろ

　

人
麻
呂

山
代

⑨
一
七
〇
七

⑪
二
四
七
一

⑫
二
八
五
六

開
木

代

⑦
一
二
八
六

⑪
二
三
六
二

二
例

／
人
麻
呂
以
外

山
代

③
四

八
一

⑥
一
〇
五
〇

⑬
三
二
三
六

山
背

③
二
七
七

⑬
三
三
一
四

⑰

三
九
〇
七
／
題
詞
・
左
注
な
ど

山
背

部
立
⑦
一
一
三
五

題
詞
⑳
四
四

五
五

山
背
王

左
注
⑳
四
四
七
三

⑳
四
四
七
四

　

倭
名
類
聚
抄

元
和
本
巻
五

に
は

山
城
国

と
あ
る
も
の
の

萬
葉
集
題

詞
に

山
背

と
あ
る
通
り

和
銅
六
年
以
降
も

山
背

と
書
か
れ
た
文
字
資
料

を
多
く
見
得
る

日
本
書
紀

続
日
本
紀 

平
城
宮
木
簡
を
見
て
も

山
代

山
背

と
書
か
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る

　

そ
の
な
か
で

山
代

の
表
記
は

山
背

よ
り
古
い
文
字
資
料
に
散
見
さ
れ

る

古
事
記

は
一
貫
し
て

山
代

で
あ
り

萬
葉
集
で
は

人
麻
呂
に
三
例
が

見
ら
れ
る

　

藤
原
宮
木
簡
に

□
川
千
代　

川
内
志
貴
千
代　

山
代
久
勢
千
代

⑦

く
せ

参
照

山
代
□

飛
鳥
・

2005

藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
要

一
九
 
   

伊
場
木
簡
に

山
代
国
連
町
馬
食

刻
書

浜
松
市
教
育
委
員
会

伊
場
遺
跡
発

　
18

「懸詞」と地名表記
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1976
掘
調
査
報
告
書

一     

と
見
え
る

第
一
例
は

久
勢

川
内

と
と
も

に

山
代

が
古
い
地
名
表
記
に
拠
る
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る

ま
た

正
倉

院
文
書

天
平
宝
字
四
　

年

編
年
文
書
四
・
四
二
七

に

山
代
国

と

760

書
か
れ

日
常
的
に
は

山
代

の
表
記
が
長
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る

　

人
麻
呂
が
用
い
た

開
木
代

の
例
は

萬
葉
集
を
含
む
文
字
資
料
に
孤
例
で
あ

る

お
そ
ら
く

採
木
地
で
あ
り
開
墾
す
べ
き

ヤ
マ

と
い
う
意
で

開
木
山

義
訓

と
表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

田
と
し
て
開
墾
さ
れ
る
べ
き
土
地
を
い
う

田
代
に
対
比
す
べ
き
構
成
を
も

た
語
と
も
言
わ
れ
る

時
代
別
国
語
大
辞
典
上

代
編

山
代
と
い
う
地
名
表
記
が
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
た
な
か
で

ヤ
マ

の
文
字
だ
け
を
工
夫
し
て
書
い
た
の
で
あ
り
 
ヤ  
マ 
 
 
代 
と

訓
ま
れ
る
こ
と

を

し
ろ

前
提
と
し
た
上
で
の

文
字
意
匠

と
捉
え
ら
れ
る

三

萬
葉
第
一
期
・
二
期
の
地
名
表
記
の
特
異
性 

　
　
　

固
定
化
以
前
の
地
名
表
記

　

前
節
に

人
麻
呂
の
地
名
表
記
が

史
書
や

倭
名
類
聚
抄

に
現
わ
れ
る
公
用

表
記
と
は
異
な
る
こ
と

音
訓
仮
名
の
交
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を

個
々
の
例

に
即
し
な
が
ら
見
て
き
た

人
麻
呂
の
地
名
表
記
に
は

古
事
記

と
同
様

和
銅

六
年
以
降
に
固
定
化
し
て
い
く
前
の

古
い
地
名
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
も
の
で
あ
る

　

既
に
挙
げ
た
人
麻
呂
に
特
異
な
地
名
表
記
は

七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
木
簡

資
料
の
地
名
表
記
に

ほ
ぼ
準
じ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た

創
作
的
な

う
た

の
文

字
以
外

こ
の
こ
と
が
人
麻
呂
に
固
有
の
現
象
で
は
な
く
そ
の
時
代
性
に
依
拠

し
た
現
象
で
あ
る
の
か
確
認
す
る
た
め
に
は

和
銅
六
　

年
以
前
の
萬
葉
歌
に

713

つ
い
て

精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

以
下
に

萬
葉
前
期

第
一
期
・
二
期

の

地
名
表
記
に
関
し

所
見
を
述
べ
た
い

⑪
や
ま
と

　

萬
葉
第
一
期
・
二
期

山
常

①
二
・
舒
明
天
皇

和

①
六
四
・
志

貴
皇
子

八
間
跡

①
二
・
舒
明
天
皇

山
跡

①
一
・
雄
略
天
皇

②

九
一
・
天
智
天
皇

⑨
一
六
七
七

倭

①
三
五
・
阿
閇
皇
女

①
七
〇
・
黒

人

①
七
一
・
文
武
天
皇

①
七
三
・
長
皇
子

②
一
〇
五
・
大
伯
皇
女

③
二

八
〇
・
黒
人

日
本

①
四
四
・
石
上
大
臣

①
五
二

①
六
三
・
憶
良
／

人
麻
呂

山
跡

③
三
〇
三

山
跡
嶋
根

夜
麻
等

思
麻

⑮
三
六

〇
八

倭

①
二
九

①
二
九
一
云

③
二
五
五

倭
嶋

⑫
三
一
二
八

⑬

三
二
五
四
／
他
の
萬
葉
歌

山
跡

③
三
一
九
・
虫
麻
呂

④
五
五
一
・
石
川

足
人

④
五
七
〇
・
麻
田
連
陽
春

⑦
一
二
一
九

⑦
一
二
二
一

⑦
一
三
七
六

⑩
一
九
五
六

⑩
二
一
二
八

⑬
三
二
四
八

⑬
三
二
四
九

⑲
四
二
四
五

⑲

四
二
五
四
・
家
持

⑲
四
二
六
四
・
孝
謙
天
皇

倭

⑤
八
九
四

二
例
・

憶
良

⑥
九
四
四
・
赤
人

⑥
九
五
四
・
膳
王

⑥
九
六
六
・
兒
嶋

⑬
三
二
三

六

⑬
三
二
五
〇

⑬
三
三
三
三

日
本

③
三
五
九
・
赤
人

③
三
六
六

日
本
嶋
根

三
六
七
・
金
村

③
三
八
九
・
若
宮
年
魚
麻
呂
誦

③
四
七
五
・

家
持

大
日
本

⑥
九
五
六
・
旅
人

⑥
九
六
七
・
旅
人

⑥
一
〇
四
七
・
田
辺

福
麻
呂

⑦
一
一
七
五

⑨
一
七
八
七
・
金
村

⑪
二
八
三
四

⑬
三
二
九
五

⑬
三
三
二
六

夜
麻
登

⑭
三
三
六
三

⑭
三
四
五
七

⑮
三
六
四
八

夜
麻

登
思
麻

⑳
四
四
八
七

夜
麻
登
之
麻
祢
・
藤
原
仲
麻
呂

夜
萬
登

⑳
四

四
六
五
・
家
持

夜
末
等

⑳
四
四
六
六
・
家
持
／
題
詞
・
左
注
な
ど

題

詞

倭

②
一
一
二

山
跡

④
四
八
四

左
注

大
和

⑲
四
二
七
七

　

や
ま
と

は

山
跡

倭

日
本

の
三
通
り
の
表
記
が

萬
葉
集
に
多
く

用
い
ら
れ
る

そ
の
な
か
で

萬
葉
第
一
期
・
二
期
に
だ
け

山
常

和

八
間

8
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跡

と
い
う
特
異
な
ヴ

リ
ア
ン
ト
が
見
え

注
意
さ
れ
る

　

古
事
記

は

倭

表
記
を
用
い

倭

の
一
文
字
で

ヤ
マ
ト

を
示
す
例

は
藤
原
宮
木
簡
に
例
が
あ
る
木
簡
デ

タ
ベ

ス
に
十
一
例

倭
国
葛
下
郡

1978

藤
原
宮
木
簡

一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所     

□
妻
倭
国
所
布
評
大

1983
1990

 
□ 
里

木
簡
研
究

五
号     

日
本
古
代
木
簡
選 
   

な
ど
の
例
で
あ

野
カる

人
名
で
は

乙
未
年
木
夷
／
秦
人
倭
／

乙
未
年

は
持
統
九
年

木
簡
研

1983

究

五
号     

奈
良
朝
の
木
簡
に
は

倭

で
は
な
く

大
倭

の
二
文
字

1974

の
例
が
多
く

大
倭 
□ 

刻
書

平
城
宮

二     

大
倭
国
城
上
郡
□

国
カ

1982

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

一
五
 
   

な
ど

木
簡
デ

タ
ベ

ス

を
見
る
限
り

実
に
三
十
数
例
が

大
倭

と
書
か
れ
て
い
る

な
お

木
簡
に

山
跡

日
本

の
表
記
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る

　

日
本

の
文
字
が

人
麻
呂
・
萬
葉
第
一
期
に
例
が
な
く

倭

一
字
表
記
の

ヤ
マ
ト

を

萬
葉
集
全
般
に
多
く
見
る
こ
と
は

古
い
地
名
表
記
が

依
然
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い 
る

ま
た

萬
葉
第
一
期
・
二
期
に

山

常

和 

八
間
跡

と
書
か
れ
る

い
ず
れ
も
孤
例
の
表
記
は

七
世
紀

八
世

紀
初
頭
の

自
由
な

地
名
表
記
の
在
り
方
を
示
す
も
の
で

重
要
で
あ
る

地
名

表
記
が
安
定
的
に
書
か
れ
る
以
前
の
文
字
と
し
て

こ
れ
ら
萬
葉
第
一
期
・
二
期
の

地
名
表
記
を
見
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う

⑫
か
ぐ
や
ま

　

萬
葉
第
一
期
・
二
期

高
山

①
一
三
・
中
大
兄

①
一
四
・
中
大
兄

香
来
山

①
二
八
・
持
統
天
皇

香
具
山

①
二
・
舒
明
天
皇

①
五
二

香
山

③
二
五
九
・
鴨
君
足
人

③
二
六
〇

芳
来
山

③
二
五
七
・
鴨
君

足
人
／
人
麻
呂

香
来
山

②
一
九
九

芳
山

⑩
一
八
一
二

香

山

⑪
二
四
四
九
／
他
の
萬
葉
歌

香
具
山

③
三
三
四

⑦
一
〇
九
六
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／
題
詞
・
左
注
な
ど

題
詞

香
具
山

①
二

③
二
五
七

③
四
二
六

　

カ
グ
ヤ
マ

の
例
で
は

高
山

中
大
兄
皇
子

が
孤
例
と
な
り

香
来
山

は
持
統
天
皇
と
人
麻
呂
の
例
に
限
ら
れ
る

な
お

芳
来
山

③
二
五
七

香

山

③
二
五
九

③
二
六
〇

と
書
か
れ
る
例
も

香
具
山

を
公
用
表
記
と
考

え
る
場
合

特
異
な
表
記
例
で
あ
る
が

配
列
に
従
う
限
り

こ
れ
も
萬
葉
第
二
期

の
例
に
加
え
て
よ
い
と
判
断
さ
れ 
る

古
事
記

は

香
山

　

以
上
の
よ
う
に

カ
グ
ヤ
マ

は

幾
通
り
も
の
表
記
が

萬
葉
前
期
に
見
ら
れ

る
が

こ
れ
は

香
具
山

に
表
記
が
定
着
す
る
前
に

書
記
者
に
よ

て
種
々
に

書
か
れ
た
結
果
と
受
け
止
め
ら
れ
る

な
か
で
も

中
大
兄
の

高
山

の
表
記
は

カ
ウ

の
上
古
音 kɔg

    
を

カ
グ
に
借
り
た
も
の
と
考
え
ら
れ

古
典
大
系

特
徴
的
で
あ
る

高

の
文
字
は

香

と
同
様

音
仮
名

で
あ
る
点

興
味

深
い

香
山

と
書
か
れ
る

香

も

香

カ
ウ

の
借
音

　

な
お

香

を
音
仮
名
と
考
え
る
と

先
の

香
来
山

の
二
例

持
統
天
皇
・

人
麻
呂

は

音
訓
仮
名
を
交
用
す
る
例
に
な
る

し
か
し

人
麻
呂
に
は

芳
山

と
書
い
た
例
も
あ
り

香

芳

と
も
に

香

芳

ク
ハ
シ

な
ど
と
用
い
ら

れ
る
よ
う
に

そ
れ
を

訓
文
字

と
し
て

少
な
く
と
も

意
味

の
領
域

に
寄
り
か
か

た
文
字
と
し
て

用
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い

山
口
佳
紀
氏
は

古
事
記

の
 
香 

に
つ
い
て
そ
れ
が

訓
仮
名

と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

カ
グ

指
摘
す 
る

今
後

音
仮
名

訓
仮
名

の
認
識
の
度
合
い
と
と
も
に

改
め
て

検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う

⑬
う
ね
び

　

萬
葉
第
一
期
・
二
期

雲
根
火

①
一
三
・
中
大
兄

畝
火

①
五
二

／
人
麻
呂

畝
火

①
二
九

②
二
〇
七
／
他
の
萬
葉
歌

畝
火

④
五

四
三
・
笠
金
村

雲
飛

⑦
一
三
三
五

宇
祢
備

⑳
四
四
六
五
／
題
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詞
・
左
注
な
ど

な
し

　

ウ
ネ
ビ

は

萬
葉
集
に
七
例
あ
る

就
中

萬
葉
集
に
孤
例
の

雲
根
火

①
一
三
・
中
大
兄

の
文
字
遣
い
が

音
訓
仮
名
の
交
用
で
あ
る
点

注
意
を
要
す

る

人
麻
呂
の
地
名
表
記
の
項

⑤
い
も
せ
の
や
ま

⑥
み
わ

で
も
述
べ
た
が

音
訓
仮
名
の
一
単
語
内
で
の
交
用
は

原
則
と
し
て
避
け
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ

る

音
訓
交
用
の
地
名
表
記
は

人
麻
呂
に
例
が
あ

た
が

萬
葉
第
一
期
の
地
名

に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
こ
と
は

七
世
紀
代
特
有
の
地
名
表
記
と
し
て
興
味
深
い

　

ウ
ネ
ビ

は

早
い
時
期
か
ら

畝
火

の
表
記
で

ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る

古
事
記

に
も

畝
火

と
あ
る

ほ
か

特
異
な
文
字
と
し
て
は

雲
飛

⑦
一
三
三
五

の
例
が
指
摘
さ
れ
る

⑭
い
ら
ご

　

萬
葉
第
一
期
・
二
期

射
等
籠

①
二
三

伊
良
虞

①
二
四
・
麻
續

王
／
人
麻
呂

五
十
等
兒

①
四
二
／
他
の
萬
葉
歌

な
し
／
題
詞
・
左
注

な
ど

題
詞

伊
良
虞

①
二
三

左
注

伊
良
虞

①
二
四

　

イ
ラ
ゴ

は

人
麻
呂
の
例
も
含
め

萬
葉
前
期
に

三
通
り
に
書
か
れ
て
い

る

音
仮
名
表
記

伊
良
虞

が

公
用
表
記
と
し
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ

①

二
三
の
題
詞
や

①
二
四
の
左
注
も

伊
良
虞

と
書
か
れ
て
い
る

現
在
は

伊

良
湖

と
表
記
さ
れ
る

愛
知
県
渥
美
郡
渥
美
町
の
伊
良
湖
岬

　

萬
葉
第
二
期
の

麻
續
王

の

射
等
籠

表
記
は

訓
仮
名
に
よ
る

一
字
一

音
書
き

と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る

金
石
文
等
に
も
一
字
一
音
の
地
名
表
記
が

あ
る
が

そ
れ
ら
は
字
音
仮
名
で
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く

意
柴
沙
加

斯
麻

隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡

訓
仮
名
の
例
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い

　

人
麻
呂
の
例
も

訓
仮
名

熟
字
訓

の
例
だ
が

一
首
は
 
潮
左
為
二   

し
ほ
さ
ゐ
に
 
五  
十 
い 

ら

 
等  
兒  
乃  
嶋  
邊 　

ご 

の 

し 

ま 

へ

 
榜
船
荷 　

こ
ぐ
ふ
ね
に

 
妹
乗
良
六
鹿 　

い
も
の
る
ら
む
か

 
荒
嶋
廻
乎 

と
歌
わ
れ
て
い
る

こ
の

あ
ら
き
し
ま
み
を

五
十
等
兒

の
表
記
は

女
官
の
多
く
乗
る
船

と
い
う
こ
と
を
含
意
し
た

文

字
表
現

と
な

て
い
る

五
十
等
兒

は

意
味
を
捨
象
し
た

仮
名

で
は
な

く

う
た

の
文
脈
に
整
合
さ
せ
た

う
た

の
た
め
の

文
字

と
し
て
機
能

し
て
い
る

第
五
節
参
照

　

一
方
で

射
等
籠

の
表
記
は

う
た

の
内
容
 
打  
麻  
乎 　

う
ち 
そ 

を

 
麻
續
王 　

を
み
の
お
ほ
き
み

 
白
水
郎
有
哉 　

あ

ま

な

れ

や

 
射
等
籠
荷
四
間
乃 　

い

ら

ご

の

し

ま

の

 
珠  
藻  
苅  
麻  
須 

に
応
じ
た
文
字
と
は
考
え
ら

た
ま 
も 
か
り 
ま 

す

れ
ず

意
味
を
排
除
し
た
一
音
節
の

訓
仮
名

を

単
に
連
ね
た
も
の
で
あ
る

　

萬
葉
集
に
は

こ
の
よ
う
に
訓
仮
名

多
音
節
訓
仮
名
を
含
む

で

地
名
を
表

記
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い

淡
海

稲
見
な
ど
人
麻
呂
の
例
参
照
の
こ
と

同
時
代
資
料
と
思
わ
れ
る
木
簡
に
も

播
磨

を

針
間

針
間
国
造
毛
人

1979

藤
原
宮
木
簡

二     

因
幡

を

稲
羽

秦
稲
羽

因
幡
の
国
に
ま
つ

わ
る
人
名
か

藤
原
宮
木
簡

二

な
ど
と
書
い
た
例
が
あ
り

や
は
り

訓
仮

名

使
用
の
趨
勢
が
窺
え 
る

⑮
み
も
ろ

　

萬
葉
第
一
期
・
二
期

将
見
圓
山

②
九
四
・
藤
原
鎌
足

三
室
戸
山

②
九
四
或
本
曰

三
諸

②
一
五
六
・
高
市
皇
子
／
人
麻
呂

三
毛
侶

⑦

一
〇
九
三

⑪
二
五
一
二

三
室
山

⑦
一
〇
九
四

⑪
二
四
七
二

三

諸

⑪
二
四
七
二
一
云

／
他
の
萬
葉
歌

三
諸

③
三
二
四
・
赤
人

⑦
一
〇

九
五

⑦
一
三
七
七

⑨
一
七
六
一

⑨
一
七
七
〇
・
大
神
大
夫

⑫
二
九
八
一

⑬
三
二
二
二

⑬
三
二
二
七

⑬
三
二
二
八

⑬
三
二
三
一

⑬
三
二
六
八

⑲

四
二
四
一
春
日
野

見
諸
戸
山

⑦
一
二
四
〇

／
左
注
・
題
詞
な
ど

な
し

　

古
事
記
に
御
諸
と
表
記
さ
れ
る
が
萬
葉
集
で
は
三
諸
の
表
記
が
大
勢

を
占
め
る

三
室
戸
山

②
九
四
或
本
曰

は

人
麻
呂
の
例
に

三
室
山

と
二

例
あ
り

⑦
一
〇
九
四

⑪
二
四
七
二

古
く

ミ
ム
ロ

と

ミ
モ
ロ

は

混
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乱
し
て
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る

ミ
ム
ロ
と
訓
む
も
の
は
こ
の
三
例
の
み

お

そ
ら
く

三
諸

に
文
字
が
定
着
す
る
に
従

て

音
も

ミ
モ
ロ

に
安
定
し
た

の
で
あ
ろ
う

な
お

人
麻
呂
は

三
毛
侶

⑦
一
〇
九
三

⑪
二
五
一
二

と
も

表
記
す
る
が

こ
れ
は
萬
葉
集
中

人
麻
呂
だ
け
の
用
例
で
あ
り

三

が
訓
仮

名

毛

侶

が
音
仮
名
で
あ
り

音
訓
を
交
用
し
た
文
字
と
な

て
い
る

　

萬
葉
第
一
期
の
例
で
特
徴
的
な
の
は

将
見
圓
山

②
九
四

と
書
く
鎌
足
の

例
で
あ
る

将
見
圓
山

は

一
首
が
 
玉
匣 　
た
ま
く
し
げ 
将
見
圓
山
乃 　

み
も
ろ
の
や
ま
の

 
狭
名
葛 

さ
な
か
づ
ら　
 
佐  
不 
さ 

ね

 
寐
者
遂
尓 　

ず
は
つ
ひ
に

 
有
勝
麻
之
自 

と
あ
り

見
諸
戸
山

の
例
と
同
様

た
ま
く
し
げ

あ
り
か
つ
ま
し
じ

見
む

将
見

と

懸
詞

に
な
る
例
で
あ
る

ミ
ム
ロ

ミ
モ
ロ

と

音

が
定
ま

て
お
ら
ず

固
定
し
た
地
名
表
記
も
存
在
し
な
か

た
た
め
に

様
々
な

文
字
表
記
の
可
能
性
を
持

た
も
の
と
思
わ
れ
る

地
名
が

懸
詞

と
な
る
例
が

上
代
に
多
い
の
は

地
名
表
記
が

自
由

未
分
化

で
あ

た
こ
と
を
契
機
と
し

よ
う

第
四
節
に
後
述

　

将
見
圓
山

は

古
写
本
に

ミ
ム
マ
ド

と
あ
り

ミ
モ
ロ

と
訓
読
さ
れ

な
か

た
よ
う
に

圓

を

マ
ロ

と
訓
む
こ
と
は

通
常
の
訓
読
回
路
で
は
な

か
な
か
難
し
い

丸

を

マ
ロ

と
訓
読
す
る
こ
と
か
ら
可
能
と
な
る
訓
み
で
あ

る

ミ
ム

将
見

の
音
が
安
定
す
る
こ
と
で

よ
う
や
く

ミ
モ
ロ
ノ
ヤ
マ

の
訓
み
が
全
体
と
し
て
導
か
れ
る
の
で
あ
り

そ
こ
に
は

最
低
限
に

書
く
・

読
む

と
い
う

体
系
化
以
前
の
書
記
の
実
態
が
窺
え
る

最
低
限
に
書
く

と

い
う
こ
と
は

次
節
に
後
述

四

地
名
表
記
と
文
字

　

前
節
ま
で
に

人
麻
呂
お
よ
び
萬
葉
前
期
の
地
名
表
記
に

前
時
代
的
な
古
い
地

名
表
記
が
多
い
こ
と
を
確
認
し
て
き
た

表
記
が
固
定
化
す
る
以
前
の
地
名
表
記
に

は

状
況
に
即
し
て

い
ろ
い
ろ
な
文
字
を
宛
て
用
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た

そ
れ

は

地
名
の
再
解
釈

と
し
て
表
記
す
る
場
合
や

懸
詞
の

二
義
的
意
味

周
縁

的
意
味

を
表
記
す
る
場
合
な
ど

個
々
の
例
ご
と
に
種
々
の
ケ

ス
が
あ

た

　

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は

萬
葉
集
の
地
名
表
記
は

史
書
・

倭
名
類
聚
抄
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

公
用
表
記

に 
大  
勢  
的  
に 
固
定
化
し
て
い
く
傾

 
 
 

向
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る

し
か
し

既
に
見
た
よ
う
に

萬
葉
第
四
期
や

作
者
未
詳
歌
に

古
い
時
代
の
地
名
表
記
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
も

同
時

的
な
現
象
と
し
て
指
摘
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

　

こ
の
よ
う
な
古
い
表
記
が

現
在

萬
葉
集

に
残

て
い
る
こ
と
が

い
ま
こ

こ
で
問
題
に
な
る
の
で
あ

て

う
た

の
文
字
と
い
う
も
の
の

個
人
性
・
日

常
性
と
い
う
観
点
か
ら

こ
れ
ら
の
古
い
地
名
表
記
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ

う

既
に
述
べ
た
が

日
本
書
紀

続
日
本
紀

等
の
歴
史
書
は

ほ
ぼ
統
一
的

な
固
定
し
た
地
名
表
記
で
書
か
れ
る

同
じ
文
献
資
料
で
あ
り
な
が
ら

な
ぜ

萬

葉
集

に
だ
け

木
簡
・
土
器
・
文
字
瓦
等
に
通
じ
る
質
の

文
字

が
現
わ
れ
る

の
か
と
問
わ
れ
た
と
き

う
た

の
文
字
の

自
由
性
・
日
常
性

と
い

た
線

上
に

答
え
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

　

と
こ
ろ
で

七
世
紀
代

の

地
名
表
記

に
つ
い
て

近
年

多
く
の
木
簡
が

発
掘
さ
れ

議
論
の
水
準
が
高
ま

て
い
る
が

木
簡
以
外
に
も

地
方
出
土
の
土

器
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
見
ら
れ
る

七
世
紀
の
地
名
表
記
を
残
し
た
文
字
資
料

に

千
葉
県
印
旛
郡
か
ら
出
土
し
た

龍
角
寺
五
斗
蒔
瓦
窯
跡
文
字
瓦

が
あ
り

以
下
に
採
り
上
げ
た
い

　

遺
跡
の
年
代
は

報
告
書
に
よ
れ
ば

七
世
紀
第
３
四
半
世
紀
を
中
心
と
す
る
時

期

印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ

千
葉
県
印
旛
郡
栄
町
龍
角
寺
五
斗
蒔
瓦
窯

1997
p124

跡

栄
町
病
院
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
 
        

と
推
定
さ

れ

七
世
紀
後
半
の
文
字
資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
る

「懸詞」と地名表記
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①

赤
加
皮
真

赤
加
真

加
皮
真

加
皮
麻

阿
加
皮

阿
真
 

　
　

②

朝
布

麻
布

　
　

③

服
止　

止
卩　

卩
皮
止　

皮
止
卩

　

な
ど

ア
カ
ハ
マ

ア
サ
フ

ハ
ト
リ

の
地
名
表
記
が
見
ら
れ
る
が

こ
こ

に
示
し
た
よ
う
に
幾
通
り
か
の
文
字
表
記
が
採
ら
れ
て
い
る

赤
加
皮
真
の
よ

う
に

赤

で

ア

と
読
む
字
音
仮
名
は

上
代
文
献
に
は
見
え
ず

そ
も
そ
も

赤

ア

が

略
訓
仮
名

で
あ
る
の
か

一
音
節
の
古
語

で
あ
る
の
か

判
断
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な 
い

皮

を

ハ

と
読
む
字
音
仮
名

文
献

資
料
に
は
見
え
な
い
が

木
簡
・
土
器
な
ど
の
文
字
資
料
に
多
く
見
ら
れ 
る

と
と

も
に

新
た
な
仮
名
資
料
と
し
て
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か

し
か
し

赤

ア

は

皮

ハ

ほ
ど
定
着
が
見
ら
れ
ず

赤

を

ア
カ

と
読
む
と
い

う
知
識
を
前
提
と
し
た
上
で
 
最  
低  
限  
に 
な
ら

読
む

こ
と
が
可
能
に
な
る
と

 
 
 

い
う

文
字
の
類
で
あ
る

汎
用
的
な

仮
名

と
認
め
得
る
ほ
ど
の

一
般
性

が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か

甚
だ
疑
問
で
あ
ろ
う

　

龍
角
寺
遺
跡
の
文
字
瓦
の
地
名
表
記
に
つ
い
て

平
川
南
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る

対
談

の
文
章
で
あ
る
が

最
近
気
づ
い
た
の
は

七
世
紀
の
資
料
に
頻
出
す
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も

そ
の

音
を

地
名
と
か
人
名
も
含
め
て

八
世
紀
的
な

あ
る
い
は

地
名
で
い
え
ば

倭
名
類
聚
抄

的
な
常
識
と
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う

き
わ
め
て
多
様
な
字
音
の
表
記

p16

の
仕
方
を
し
て
い
る

   

そ
れ
は
特
に
七
世
紀
段
階
の
五
斗
蒔
遺
跡
の
文
字
瓦
も
そ
う
で
す
が

地
名
表
記

は
フ
リ

で
後
の
も
の
と
か
な
り
違
う
表
記
の
仕
方
を
し
て
い
ま
す

p1    9

 

　

と
述
べ

字
音
表
記
の
多
様
性
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
仮
名
が
宛

て
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
な
く

音
仮
名
・
訓
仮
名
が
混
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

い

ま
十
分
に
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ 
う

①
②
③
に
傍
線
を
付
し
た
文
字
は

い
わ

　
24

　
25

　
26

　
27

　
28

ゆ
る

訓
仮
名

で
あ
る
が

音
仮
名

と
交
用
さ
れ
て
い
る

既
に

前
節
ま
で

に

人
麻
呂
と
萬
葉
第
一
期
・
二
期
の
例
に
関
し

音
訓
交
用
の
地
名
表
記
を
幾
つ

か
指
摘
し
た

⑤

妹
勢
能
山

⑥

三
和

三
毛
侶

⑫

香
来
山

⑬

雲
根
火

本
論
の
掲
出
例
以
外
に
も

人
麻
呂
に

和
射
見

②
一
九
九

巻
目

⑦
一
〇
七
八

由
槻
我
高

⑦
一
〇
八
七

日
賣
菅
原

⑦
一
二

七
七

潤
和
川

⑪
二
四
七
八

香
取
海

⑪
二
四
三
六

萬
葉
前
期
の
例

に

阿
胡
根

①
一
二
・
中
皇
命

四
極
山

②
二
七
二
・
高
市
黒
人

な
ど

が
見
ら
れ

音
訓
仮
名
の
交
用
に
対
し

比
較
的
寛
容
な
態
度
が
見
て
取
れ 
る

　

近
時

飛
鳥
池
遺
跡

石
神
遺
跡

飛
鳥
京
苑
地
遺
跡

な
ど

七
世
紀
後
半

の
遺
跡
か
ら
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が

そ
こ
に
見
ら
れ
る
地
名
表
記
に

も

多
様
な
字
音
表
記
が
窺
え

興
味
深
い

例
え
ば

倭
名
類
聚
抄

巻
八

に

隠
岐
国
隠
地
郡

と
あ
る
地
名
を

依
地
評

飛
鳥
池
遺
跡
木
簡

木
簡

p23

研
究

二
四
号    

役
道

p36

評

石
神
遺
跡
木
簡

木
簡
研
究

二
七
号    

p23

藤
原
宮
木
簡

木
簡
研
究

一
五
号    

と

文
字
を
さ
ま
ざ
ま
に
宛
て
た
例

が
あ
る

ほ
か

飛
鳥
池
木
簡
・
石
神
遺
跡
木
簡
に
は

隠
岐
国
周
吉
郡

を

p23
p36

次
評

木
簡
研
究

二
四
号    

二
七
号    

と

次

一
文
字
で
記
し

た
例
も
見
ら
れ
る

周
吉

が

ス
キ

と
音
読
さ
れ
る
べ
き
な
ら
ば

次

で

は
清
濁
の
混
乱
を
伴
う
こ
と
に
な
る

　

さ
ら
に

石
神
遺
跡
木
簡
に
は

三
川
穂
評
穂
里

参
河
国
宝
飫
郡

三

川
者
豆
評

参
河
国
幡
豆
郡

真
奴
寸

村

不
明

以
上

木
簡
研
究

二
七
号

委
之
取
五
十
戸

参
河
国
碧
海
郡
鷲
取
郷

之
者
津
五
十
戸

参
河
国
幡
豆
郡
磯
泊
郷

上
捄
国

下
毛
野
国

上
総
国

下
野
国

以
上

木
簡
研
究

二
六
号

な
ど

音
仮
名
・
訓
仮
名
を
交
え
て
多
様
な
地
名
が

書
か
れ
て
い
る

傍
線
を
付
し
た
も
の
が
訓
仮
名

　

飛
鳥
京
苑
地
遺
跡
木
簡
に
も
同
様
 
遠  
水  
海 

 
 

国
長
田
評
五
十
戸 
□  
□  
□  
□  
□  
□ 

 

匹 

沼 

五 

十 

戸

　
29
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□ 

遠
江
国
長
上
郡
蟾
沼
郷

①

あ
ふ
み

参
照

高
志
国
利
浪
評
ツ
非
野

五
十
戸

ツ
非
野
郷
は
不
明

三
野
国
安
八
麻
評

美
濃
国
安
八
郡

な
ど

音
訓
を
交
用
し
な
が
ら

珍
し
い
地
名
表
記
が
多
く
見
ら
れ
る

木
簡
研
究

二
五

号
　

他
に
も

音
訓
を
交
用
し
た
地
名
表
記
に
は

観
音
寺
遺
跡
木
簡
に

高
志
五
十

戸

佐
井
五
十
戸

阿
波
国
名
方
西
郡
高
足
郷

同

佐
井
郷

木
簡
研
究

二
〇
号

平
城
宮
木
簡
に

鵜
甘
部
郡 
穂 
郡
越
中
国
讃
岐
国
／
津
伎
国 
針  
間 
国
近

江
国

な
ど
の
例
が
あ
る

前
者
は

七
世
紀
後
半
の
木
簡
と
見
ら
れ

後
者
は

い
ず
れ
も
和
銅
二
・
三
年
を
中
心
と
す
る
八
世
紀
初
頭

と
さ
れ
る
木
簡
群
に
含

ま
れ

穂
郡

参
河
国
宝
飫
郡

針
間
国

播
磨
国

な
ど

古
い
地
名
表
記

が
見
ら
れ
る

木
簡
研
究

二
四
号

　

以
上
の
よ
う
に

七
世
紀
代
後
半

八
世
紀
初
頭
の
地
名
表
記
に
は

か
な
り

自
由

で

一
回
的

な
文
字
遣
い
が

各
文
字
資
料
か
ら
看
取
さ
れ
た

先
の
龍

角
寺
遺
跡

赤
加
皮
真

の
例
に
見
た
よ
う
な

文
字
文
化
に
慣
れ
て
い
な
い

あ

た
か
も
 
最  
低  
限  
に 

書
い
た

と
で
も
言
う
べ
き
表
記
の
在
り
よ
う
が
窺
え
る

 
 
 

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は

雲
根
火

①
一
三

射
等
籠

①
二
三

八
間
跡

①
二

 
高 
山

①
一
三
・
一
四

将
見
圓
山

②
九
四

な
ど
の

初
期
萬

カ
グ

葉

の
表
記
傾
向
に
も
通
い
合
う
も
の
で
あ
ろ
う

　

こ
の

最
低
限
に

書
く
・
読
む

と
い
う
こ
と
は

少
な
く
と
も
文
字
を

音

に
復
元
し
さ
え
す
れ
ば

こ
と
ば

の
伝
達
が
可
能
で
あ
る

と
い
う

利

便
性

汎
用
性

に

常
に
支
え
ら
れ
て
あ
る

仮
名

の
出
自
が

訓

に
よ

る
か

音

に
よ
る
か
な
ど
と
い
う

無
駄
な
思
索
を
伴
わ
な
く
と
も

文
字

を

直
接

音

に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

実
用
の
範
疇
に
お
い
て

こ
と
ば

の
伝
達
は
可
能
な
の
で
あ
る

も
ち
ろ
ん

こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
音
訓
仮
名
の
交

用
は

そ
れ
が
セ
ン
テ
ン
ス
を
成
さ
ず
一
単
語
で
あ

て

誤
読
の
可
能
性
が
限
り

な
く
低
い
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
い
よ
う

　

既
に

人
麻
呂
の
各
例
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に

地
名
が

一
回
的

に
書
か

れ
る
と
い
う
こ
と
の
徴
証
は

一
つ
の
地
名
で
複
数
の
ヴ

リ
ア
ン
ト
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
明
ら
か
で
あ

た

ミ
ワ

三
和
・
弥
和

ク
セ

久
世
・
来
背

他
の
人
麻
呂
の
例
に
も

ア
ド
カ
ワ

吾
跡
川

⑦
一
二
九
三

余
跡
川

⑦

一
二
九
三

阿
渡
川

⑨
一
六
九
〇

シ
ガ

思
賀

①
三
〇

志
我

①

三
一
・
②
二
一
八
・
②
二
一
八

或
云

ユ
ツ
キ

ガ
タ
ケ

弓
槻

⑪
二

三
五
三

由
槻

⑦
一
九
八
七

弓
月

⑦
一
九
八
八

な
ど

多
く
の
例
が
指

摘
で
き
る

但
し

変
字
法
の
可
能
性
も
あ
る

　

そ
も
そ
も

地
名
は
そ
れ
を
写
し
取

て
記
す
場
合
古
く
朝
鮮
半
島
や
中

国
の
周
辺
地
域
の
地
名
表
記
が
そ
う
で
あ

た
よ
う 
に

基
本
的
に

字
音

で
書

か
れ
る
こ
と
を
常
と
し
て
い
た

そ
れ
は

い
わ
ゆ
る

音
仮
名

と
呼
ば
れ
る
も

の
で
記
さ
れ

こ
の

仮
名

で
書
き
写
す
と
い
う
書
記
法
は

渡
来
人
の
手
を
離

れ
て
も

萬
葉
人
が
日
常
的
に

固
有
名
詞

を
書
く
場
合
の

方
法

と
し
て
あ

た

そ
し
て
こ
の

仮
名

に
つ
い
て
言
え
ば

書
記
者
に
よ

て

一
回
的

に

用
い
ら
れ
る
の
が

仮
名
の
本
来
的
な
姿
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い

　

橋
本
四
郎
氏
は

地
名
表
記
に
つ
い
て

仮
名
の
自
由
性
と
い
う
点
か
ら
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る

固
有
名
詞
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
文
字
は

上
代
文
献
を
通
じ
て
ほ
ぼ
一
定
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
が

揺
れ
動
く
の
が
む
し
ろ
一
般
の
姿
で
あ
る

翻
訳
不
能
の

固
有
名
詞
を
漢
字
で
表
記
す
る
の
だ
か
ら

そ
の
文
字
は
本
来
は
仮
名
で
あ
る
は

ず
で

音
と
文
字
の
関
係
が
一
対
多
で
あ
る
万
葉
仮
名
を
用
い
る
限
り
浮
動
す
る

の
が
当
然
な
の
で
あ
る

橋
本
四
郎
氏
多
音
節
仮
名

橋
本
四
郎
論
文
集　

1986
12
p45

国
語
学
編 
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個
に
結
び
つ
く
固
有
名
詞
に
対
し
て
は

命
名
の
意
図
が
そ
れ
だ
け
露
骨
に
働

く

従

て

直
接
の
命
名
者
な
ら
ず
と
も

そ
の
命
名
の
意
図
を
推
定
す
る
自

由
が

他
の
語
に
比
し
て
大
幅
に
許
さ
れ
て
い
る

P46

多
音
節
仮
名

同
右　
   

　

本
論

第
三
節
⑮

み
も
ろ

将
見
圓
山

の
項
で
も
述
べ
た
が

懸
詞

を
形
成
す
る
地
名
が
多
様
に
文
字
化
さ
れ
る
背
景
に
は

当
時

地
名
表
記
が
ど
う

と
で
も
書
か
れ
得
る

自
由
な

領
域
に
あ

た
こ
と

ま
た

地
名
と
い
う

意

味

を
呼
び
込
み
や
す
い
本
来
的
な
性
質
が

多
く
の

宛
て
字

を
可
能
と
し
た

こ
と

な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る

　

懸
詞

に

地
名

が
多
く
用
い
ら
れ
る
の
は

決
し
て
偶
然
的
な
こ
と
で
は

な
く

そ
も
そ
も
そ
の
書
記
条
件
の

自
由
性

一
回
性

に

レ
ト
リ

ク

と
し
て
の
価
値
が
見
出
だ
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う

　

意
味

を
付
帯
し
な
い

仮
名

で

地
名
が
書
か
れ
る
こ
と
を
決
定
的
条
件
と

し
て

そ
れ
は

逆
に

レ
ト
リ

ク

に
よ
る

文
字
表
現

の
開
花
を
予
期
さ

せ
る
こ
と
に
な

た
の
で
あ
る

五

萬
葉
集
の
懸
詞
と
地
名
表
記　

う
た

の
文
字
と
し
て

　

既
に

前
稿
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
は

幾
分
言
葉
足
ら
ず
の
面

も
あ
る
が

地
名
表
記
自
体
が

そ
も
そ
も
揺
れ
を
胚
胎
す
る
不
安
定
な
も
の
で
あ

る
か
ら
こ
そ

新
た
に
付
加
さ
れ
た

意
味

の
捉
え
返
し

文
字

に
よ
る

意

匠

の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
か

た
こ
と
に
よ
る

　
 
天
在 　
あ
め
な
る

 
日 ひめ 
賣
菅
原 　

す
が
は
ら
の

 
草
莫
苅
嫌 　

く
さ
な
か
り
そ
ね

 
弥
那
綿 　

み
な
の
わ
た

 
香
烏
髪 　

か
ぐ
ろ
き
か
み
に
 
飽
田
志
付
勿 

あ
く
た
し
つ
く
も

⑦
一
二
七
七

　

日
賣
菅
原

の
地
名
は

天
在
る

を
承
け
る

懸
詞

に

日

の
文

字
が
敢
え
て
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
特
異
な
例
で
あ
る

ヒ
メ

の
音

列
を
文
字
化
す
る
に
は

比
賣

媛

姫

な
ど
の
表
記
が
一
般
的
と
考
え

ら
れ
る
の
に
対
し

当
該
歌
で
は

天
在
る

と
い
う
枕
詞
を
承
け
る
文
字
に

日

が
選
択
さ
れ
て
い
る

そ
の
結
果

訓
仮
名
＋
音
仮
名
の
形
式
と
な
り

一
つ
の
地
名
表
記
内
で
仮
名
が
混
用
さ
れ
る
例
と
な

て
い
る

こ
の
よ
う
な

例
は

地
名
表
記
の
自
由
な
在
り
方

そ
し
て
音
訓
交
用
に
対
す
る
寛
容
な
姿

勢
が
可
能
と
さ
せ
た

文
字
表
現

の
具
体
的
な
例
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う

当
該
歌
に
お
い
て

天
在
る

日
と
い
う
懸
詞
の
係
か
り
を
文
字
に
表

示
す
る
こ
と
は

修
辞
の
在
り
処

す
な
わ
ち
知
の
所
在

を
視
覚
の
上

に
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る

懸
詞
と
い
う
修
辞
を
文
字
の
上
に
表
わ

す
こ
と
は

こ
と
ば

を 
読  
む  
た  
め 
に
文
字
が
あ
る
の
で
は
な
く

も
は
や

 
 
 

 
技  
巧  
の  
た  
め 

の
文
字
と
し
て

そ
れ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
ろ
う

 
 
 
 

そ
し
て

そ
れ
は
基
本
的
に

地
名
表
記
が
固
定
し
て
お
ら
ず

自
由
に
書
か

れ
た
こ
と

そ
も
そ
も
こ
の
自
由
性
に
つ
い
て
言
え
ば

そ
れ
ら
が
借
音

仮
名

意
味
を
も
た
な
い
音
列
表
記

で
書
き
取
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
由
来
し

よ
う

に
こ
そ

う
た

の
文
字
と
し
て
の
無
限
の
可
能
性

文
字
に
よ
る

意
匠
の
可
能
性

を
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ 
る

　

こ
の
よ
う
に

ヒ
メ
ス
ガ
ハ
ラ

の
地
名
を

比
賣

媛

姫

で
は
な
く

天
在
る

日
賣
菅
原

と
書
い
た
の
は

正
し
く

懸
詞

の
係
か
り

レ
ト

リ

ク
の
所
在

機
知
の
在
り
処

を
明
ら
か
に
さ
せ
る
た
め
の
表
記
で
あ

た

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
に

新
た
な

意
味

の
場
所
が
与
え
ら
れ
た
背
景
に
は

既

に
論
じ
た
こ
と
だ
が

地
名
表
記
の
一
回
性

自
由
性

地
名
の
文
字
化
は

そ
の
多
く
が
書
記
者
の

自
由

に
委
ね
ら
れ
て
い
た

と
い
う
実
態
が
あ

た
こ
と
に
拠
ろ
う

懸
詞

と
い
う

レ
ト
リ

ク

に
お
い
て

意
味
を
直
接
持

た
な
い

地
名

で
あ
る
か
ら
こ
そ

そ
の
懸
け
ら
れ
て
い
る
周
縁
的
な

意
味
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が

安
定
的
な
地
名
の

音

を
借
り
な
が
ら

文
字
の
上
に

表
現

し
得
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る

　

上
代
和
歌
の

懸
詞

に
は

平
安
王
朝
和
歌
に
多
く
見
ら
れ
る

動
詞

や

名
詞

の
例
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い 
る

固
有
名
詞

即
ち

枕
詞
や
序

詞
を
伴

た

地
名

に

上
代
の

懸
詞

が
多
く
現
わ
れ
る
こ
と
自
体

そ
れ

が

聞
き
知

た

音

に
支
え
ら
れ
て
存
在
す
る

あ
る
種

気
ま
ま
な
文
字
領

域
に
開
花
し
た

レ
ト
リ

ク

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

　

そ
も
そ
も

地
名
が

文
字

に
よ
る

意
匠

を
伴

て
さ
ま
ざ
ま
に

文
字

表
現

さ
れ
る
こ
と
は

懸
詞

と
い
う

修
辞

を
介
在
さ
せ
な
く
と
も

次
の

よ
う
な
人
麻
呂
の

う
た

の
文
字
に

端
的
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ

た

①
嗚
呼
見
乃
浦     
尓

        

　

あ

み

の

う

ら

に

 
船
乗
為
良
武 　
 

嬬
等
之　

ふ
な
の
り
す
ら
む

 
珠
裳
乃
須
十
二 

た

ま

も

の

す

そ

に　
 
四  
寳  
三  
都  
良 

し 

ほ 

み 

つ 

ら

 
武  
香  

①
四
〇

む 

か

② 
釼 
著 　
手
節
乃
埼    
二

く
し
ろ
つ
く
       

　

た
ふ
し
の
さ
き
に

 
今
日
毛
可
母 　

け

ふ

も

か

も

 
大
宮
人
之 　

お
ほ
み
や
ひ
と
の

 
玉
藻
苅
良
武  

①
四
一

た
ま
も
か
る
ら
む

③ 
潮
左
為
二 　

五
十
等
兒
乃
嶋      
邊

し
ほ
さ
ゐ
に

         

　

い

ら

ご

の

し

ま

へ

 
榜
船
荷 　

こ
ぐ
ふ
ね
に

 
妹
乗
良
六
鹿 　

い
も
の
る
ら
む
か

 
荒
嶋
廻
乎 

あ
ら
き
し
ま
み
を

 

①
四
二

　

い
ま
こ
こ
に
挙
げ
た

タ
フ
シ

の
地
名
は

倭
名
類
聚
抄

元
和
本
巻
六

に

志
摩
国
答
志
郡
答
志

と
あ
り

ま
た

イ
ラ
ゴ

は

上
述
の
よ
う
に

伊

良
虞

の
表
記
が
公
用
表
記
で
あ

た
と
思
わ
れ
る

し
か
し

こ
れ
ら
の
地
名
表

記
は

当
該
連
作
歌
に
あ

て

う
た

の
文
脈
に
即
し
な
が
ら

新
た
な
る

意

味

を
呼
び
込
む

文
字

と
し
て

機
能
し
て
い
る

こ
の
よ
う
な

表
現
さ
れ

た
文
字

か
ら
抽
出
さ
れ
る

意
味

は

い
ず
れ
も
周
縁
的
な
意
味
要
素
で
あ
り

主
文
脈
に
還
元
せ
し
め
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
い

文
芸
と
し
て
の

う
た

を
外
縁
か
ら
支
え
る
も
の
と
し
て
の
み

意
味
を
持
つ

　

五
十
等
兒

の
表
記

第
三
節
⑭

い
ら
ご

は

第
一
首
の
 

嬬
等

の

う
た
こ
と
ば

に
明
ら
か
な
と
お
り

持
統
女
帝
の
行
幸
に
従
駕
す
る

多
く
の
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女
官
ら
を
示
唆
す
る
文
字
と
し
て

い
か
に
も
適
応
わ
し
い

手
節

も
ま
た

裳

裾
を
濡
ら
し
つ
つ
玉
藻
を
刈

て

家
人
の
土
産
に
す
る
女
官
た
ち
の
美
し
い
手
首

が
髣
髴
と
さ
れ

う
た

の

縁
取
り

を
い

そ
う
鮮
や
か
に
し
て
い
よ 
う

同

様

ア
ミ
ノ
ウ
ラ

に
感
嘆
の
意
を
表
わ
す

嗚
呼

の
文
字
を
宛
て
用
い
た
の

は

こ
と
ば

を

文
字

で
も

て

意
匠

す
る
意
識
の
現
わ
れ
と
思
わ
れ
る

　

こ
れ
ら
の
文
字
は

う
た

と
い
う

文
芸

に
お
け
る

文
字
表
現

と
言
う

べ
き
も
の
で

地
名
の

音

に
支
え
ら
れ
な
が
ら

こ
の
こ
と
自
体
は

地
名
を

懸
詞
と
す
る
技
巧
が
口
誦
に
お
い
て
発
達
し
た
こ
と
を
物
語
る

そ
こ
に
外
縁
的

な

意
味

を
添
え
る

有
意
の
文
字
と
し
て

う
た

の
な
か
で
機
能
し
て
い
る

も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
 
読  
ま  
れ  
る 
こ
と

を
前
提
と
し
た
文
字
技
巧
で
あ
り

言

 
 
 

て
見
れ
ば
そ
の
用
法
は

戯
書
の
そ
れ
に
限
り
な
く
近
い

即
ち

川
端
善
明
氏

が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の

文
字
に
よ
る
文
字
の
た
め
の
意
匠
で
あ
る

こ
の
よ
う

な

あ
そ
び

の
文
字

余
裕
の
あ
る
文
字

と
し
て

仮
名
が
用
い
ら
れ
る
背
景

に
は

地
名

固
有
名
詞

の

音

の
安
定
が

そ
の
絶
対
条
件
に
あ

た
こ
と

は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う

そ
し
て
そ
の
地
名
表
記
は

ど
の
よ
う
に
で

も
書
か
れ
得
る

と
い
う

自
由
な

領
域
に
あ

た
の
で
あ
る

　

以
上
に

う
た

の
文
字
と
し
て

地
名
が

文
字
表
現

さ
れ
る
人
麻
呂
の
例

を
挙
げ
た
が

懸
詞

と
い
う
レ
ト
リ

ク
は

萬
葉
集
全
般
に

う
た

の
技
法

と
し
て

多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

次
に
そ
の
幾
例
か
を
挙
げ
た
い

序
詞
や

枕
詞
を
承
け
な
が
ら

そ
の
連
接
部
の
文
字
が

慣
習
化
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
用
例
に
絞

て

次
に
指
摘
す
る

萬
葉
集
中
で

一
例
及
び
二
例
し
か
見
ら
れ

な
い
用
例
を
挙
げ
る

①
あ
ふ
み

相
海

相
ふ

と

近
江

・
我
妹
子
に
ま
た
も
相
海
の
安
の
川
安
眠
も
寝
ず
に
恋
ひ
渡
る
か
も⑫

三
一
五
七
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・

我
妹
子
に　

相
海
の
海
の　

沖
つ
波　

来
寄
る
浜
辺
を　

く
れ
く
れ
と　

ひ
と
り
ぞ
我
が
来
る　

妹
が
目
を
欲
り 

⑬
三
二
三
七

②
い
な
み
の

不
欲
見
野

否
む

と

印
南

将
行
乃
河

行
な
む

と

印
南

・
不
欲
見
野
の
浅
茅
押
し
な
べ
さ
寝
る
夜
の
日
長
く
し
あ
れ
ば
家
し
偲
は
ゆ

⑥
九
四
〇

・
明
日
よ
り
は
将
行
乃
河
の
出
で
て
去
な
ば
留
ま
れ
る
我
は
恋
ひ
つ
つ
や
あ
ら

む 

⑫
三
一
九
八

③
た
つ
た
の
や
ま

裁
田
之
山

裁
つ

と

龍
田
山

・
雁
が
ね
の
来
鳴
き
し
な
へ
に
韓
衣
裁
田
之
山
は
も
み
ち
そ
め
た
り⑪

二
一
九
四

④
つ
く
し

尽

尽
く
し

と

筑
紫

・

我
が
心　

尽
の
山
の　

も
み
ち
葉
の　

散
り
過
ぎ
に
き
と　

君
が
た
だ
か

を 

⑬
三
三
三
三

⑤
ふ
る

零

零
る

と

布
留

・
石
上
零
と
も
天
に
つ
つ
ま
め
や
妹
に
逢
は
む
と
言
ひ
て
し
も
の
を④

六
六
四

・
と
の 
雲
入 

ぐ
も
り 

雨 あめ 
零 ふる 
川 
の
さ
ざ
れ
波
間
な
く
も
君
は
思
ほ
ゆ
る
か
も

か
は

⑫
三
〇
一
二

⑥
ほ
り
え

欲
江

欲
る

と

堀
江

・
妹
が
目
を
見
ま
く
欲
江
の
さ
ざ
れ
波
し
き
て
恋
つ
つ
あ
り
と
告
げ
こ
そ

⑫
三
〇
二
四

⑦
み
つ

見
津

見
ゆ

と

三
津

・ 
臣 
の 
女 
の　

櫛
笥
に
乗
れ
る　

鏡
な
す　

見
津
の
浜
辺
に　

さ
に
つ
ら
ふ 

を
み 

め

紐
解
き
放
け
ず　

我
妹
子
に　

恋
ひ
つ
つ
居
れ
ば
 

④
五
〇
九

⑧
み
な
ぶ
ち
や
ま

見
名
淵
山

見
ゆ

と

南
淵
山

・
ま
そ
鏡
見
名
淵
山
は
今
日
も
か
も
白
露
置
き
て
黄
葉
散
る
ら
む⑪

二
二
〇
六

　

以
上
の
よ
う
な
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
が

二
義
的
意
味
と
な
る

懸
詞

の
周
縁

的
意
味
が

文
字
の
上
に
現
出
し

レ
ト
リ

ク

の
在
り
処
が

視
覚
の
上
に
明

示
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

て
い
る

　

②

い
な
み
の

の
例
は

既
に
第
二
節
④

い
な
み

の
項
で

印
南

に
固

定
す
る
以
前
の
表
記
に
つ
い
て

稲
見

の
例
な
ど
を
指
摘
し
た
が

こ
の
よ
う
な

自
由
な

表
記
ス
タ
イ
ル
を
背
景
と
し
て

さ
ら
な
る

文
字
表
現

が
確
立
し
た

の
で
あ
ろ
う

い
ま
掲
げ
た

懸
詞

の
例
は

ほ
ん
の
一
部
で
あ

て

萬
葉
集

に
は

ま
だ
ま
だ
多
く
の
地
名
が

懸
詞

と
し
て
成
立
し

種
々
に
文
字
表
現
さ

れ
て
い
る

　

地
名

と
い
う
認
知
度
の
高
い

こ
と
ば

で
あ
れ
ば
こ
そ

音

の
安
定
が

確
保
さ
れ
る
の
で
あ
り

ま
た
概
念
喚
起
を
呼
び
込
み
や
す
い

地
名

は

そ
こ

に

再
解
釈

を
伴

て

興
味

と

嗜
好

を
感
じ
さ
せ
る
文
字
遣
い

新
た
な
る

文
字
表
現

文
字
に
よ
る
意
匠

が
成
立
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ

ろ
う

生
活
に
密
着
し
た
地
名
は

や
は
り
生
活
に
密
着
し
て
あ

た

歌
謡

に

取
り
込
ま
れ
や
す
く

そ
し
て
そ
れ
は

書
か
れ
る
う
た

の
文
字
技
法
の
な
か
で

さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る

　

そ
し
て

萬
葉
歌
に
現
出
す
る

文
字
表
現

は

こ
と

懸
詞

と
い
う
レ
ト

リ

ク
に
お
い
て

音

に

有
意
の
文
字

を
懸
け
る
と
い
う

文
字

そ
の

も
の
の
技
法

戯
書

と
し
て

必
然
的
な
深
化
を
辿
る
こ
と
に
な
る

16
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六

お
わ
り
に　

う
た

の
文
字
意
匠

　

こ
こ
で

文
字

を
意
匠
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

敢
え
て
問
題
と
し

て
お
き
た
い

本
論
で

な
か
ば
無
批
判
に

意
匠

と
用
い
て
き
た
語
彙
で
あ
る

が

そ
れ
は

川
端
善
明
氏

万
葉
仮
名
の
成
立
と
展
相

が

次
の
よ
う
に
規
定

す
る
の
を
支
持
し
た
こ
と
に
よ
る

川
端
氏
は
萬
葉
集
の
文
字
に
つ
い
て

文
字

を
表
現
す
る

段
階
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

そ
の
中
で

文
字
面
の
修
飾
技
巧

p155
p158

p158

    

用
字
技
巧
    

文
字
の
意
匠
    

な
ど
の
語
で
も

て

そ
れ
ぞ
れ
の

文
字
表
現

を
説
明
し
て
お
ら
れ 
る

し
か
し
な
が
ら

訓
仮
名
に
保
た
れ
る
意
義
と
の
関
連
を
表
記
に
利
用
す
る
こ
と

は

よ
み
や
す
さ
と
言

た
地
味
な
効
用
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い

多
音
節
訓

仮
名
二
つ
を
組
合
せ
て
 
鶴  
鴨 
と
か

海
人 
鳥  
屋 
見
ら
む

一
二
三
四

の

ツ
ル 
カ
モ 

ト 

ヤ

よ
う
に
用
字
す
る
こ
と
自
身
に

文
字
面
の
装
飾
技
巧
と
い
う
派
手
な
効
用
が

p155

同
時
に
あ

た
で
あ
ろ
う
    

文
字
と
し
て
の
表
現
が
固
定
的
に
な

て
い
る
か

そ
れ
と
も
一
回
的
で
あ
る
か

に
そ
の
差
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
が

む
し
ろ
重
層
的
に
把
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う

唯
一
の
よ
み
方
で
よ
む
こ
と
を
め
ざ
す
表
記
と

そ
の
こ
と
が
当
然
た
ど
る

単
純
化
や
固
定
化
を
単
調
さ
と
し
て
否
定
し

副
義
的
な
意
味
の
流
れ
や
結
節

や

あ
る
い
は
ま
た
連
想
を

漢
字
の
表
語
性
そ
の
こ
と
に
お
い
て
表
現
し
よ
う

と
す
る
表
記
と

こ
の
両
立
し
に
く
い
二
つ
の
緊
張
的
な
幅
の
中
に

万
葉
集

に
お
い
て
文
字
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
が
属
し
て
い
る
の
で
あ

た

p158

    

　

こ
こ
に
端
的
に
示
さ
れ
る
と
お
り

川
端
氏
が

訓
仮
名

意
義
と
の
関
連
を

持
つ

と
の
関
わ
り
の
な
か
で

文
字
の
効
用

文
字
の
表
現
性
の
こ
と
を
説
い
て

お
ら
れ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る

　
34

　

本
論
で
用
い
る

意
匠

の
語
は

基
本
的
に

文
字
技
巧

と
同
意
で
あ
る

が

文

を
問
題
と
し
た
技
巧
が

い
ま

修
辞
技
巧

な
ど
と
用
い
ら
れ
る
こ
と

character

と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に

あ
え
て

こ
と
ば

と

漢
字
         

の

design

問
題
と
し
て

意
匠
      

の
語
を
用
い
る
こ
と
に
し 
た
当
然
そ
こ
に
は

文
字
面
な
ど
の
美
的
視
覚
的
な
方
面
に
そ
れ
を
捉
え
直
す
視
点
を
誘
な
う
こ
と

に
も
な
ろ
う

高
橋
亨
氏

か
な
文
字
生
成
論

詩
的
言
語
の
音
と
文
字

叢
書

2001
5

想
像
す
る
平
安
文
学
第
８
巻　

音
声
と
書
く
こ
と

勉
誠
出
版     
 
の
視
点
が

い
ま
有
効
で
あ
る

　

既
に
個
々
に
述
べ
た
よ
う
に

こ
と
ば

の
た
め
の

文
字

に
よ
る

意
匠

は

そ
の
根
本
原
理
に
お
い
て

戯
書

の
成
り
立
ち
に
通
じ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ

て
い
た

戯
書
と
い
う
も
の
が

義
訓

の
延
長
線
上
に
あ
り

義
訓
字
を

仮

名

化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は

既
に
川
端
氏
が
前
掲
論
文
の
中
で

詳

説
す
る
と
こ
ろ
で
あ
 
た
川
端
氏
が

義
訓
仮
名

と
論
じ
る
そ
れ
は

仮
名

多
音
節
仮
名
を
含
む

の
音
節
要
素
に
支
え
ら
れ
つ
つ

そ
の

音

を

さ
ら
に

文
字
に
よ

て

遊
戯
的

に
再
生
し
直
す

文
字
技
巧

の
こ
と
で
あ

た

　

戯
書

は

そ
も
そ
も
文
字
に
対
す
る
共
時
的
な
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た

あ
る

種
の

余
裕

の
上
に
成
り
立
つ
技
巧
で
あ
る

普
遍
性
に
欠
き

一
回
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と

そ
れ
は
一
個
人
の
文
字
に
対
す
る

知

の
階
梯
と
し
て
現
出

す
る

は

戯
書
の
在
り
方
を
把
握
す
る
と
き

重
要
な
視
点
で
あ
る

音
列

を
頼
り
に
文
字
化
さ
れ
る
地
名

方
法
的
に
字
音
仮
名
で
書
き
写
さ
れ
る

が

枕

詞
や
序
詞
を
冠
す
る
こ
と
で

新
た
な
る

意
味

を
付
与
さ
れ
る
と
い
う
在
り
方

は

そ
れ
が
個
人

書
記
者

の
関
心
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
点
で

や
は
り

戯

書

の
在
り
方
に
通
じ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う

　

し
か
し

そ
れ
が
あ
る
相
に
お
い
て
決
定
的
に
異
な
る
と
す
れ
ば

枕
詞

と

被
枕
詞

お
よ
び

序
詞

と

つ
な
ぎ
言
葉

に
は

そ
こ
に

文
脈

の
意

　
35

　
36

「懸詞」と地名表記
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味
連
鎖
に
よ
る
論
理
的
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う

単
純
に

同
音

と
い
う
連
想
か
ら
創
造
さ
れ
る

戯
書

の
用
字
に

文

の
ロ
ジ

ク
は
存
在
し

な
い

個
々
の

こ
と
ば

同
士

も
し
く
は

文
字

同
士
の
類
縁
関
係
だ
け
が

そ
こ
に
介
在
す
る
の
み
で
あ
る

　

但
し
 
同  
音  
で  
あ  
る  
こ  
と 
だ
け
で
成
立
す
る

序
詞
や
枕
詞
を
伴
わ
な
い

懸

 
 
 
 
 
 

詞

含
蓄
型
掛
け
詞
・
物
名
型
掛
け
詞

で
は

文
脈
連
鎖
が
成
さ
れ
な
い
点
で

そ
の
関
係
は
限
り
な
く

戯
書

に
近
づ
い
て
い
く
で
あ
ろ
う

さ
す
鍋
に
湯
沸
か
せ
子
ど
も
櫟
律
の
檜
橋
よ
り 
来  
許  
武 
狐
に
浴
む
さ
む

 
 

⑯
三
八
二
四

来
む

と

コ
ム

　

こ
の
例
は

同
音

と
な
る
二
つ
の

こ
と
ば

が

音
 
許  
武 

と

こ
と

ユ 

ム

ば

来
む

の
レ
ヴ

ル
で

仮
名
書
き
の
ス
タ
イ
ル
を
借
り
な
が
ら

並
列
的
に

文
字
化
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る

千
鳥
鳴
く
佐
保
の
川
門
の
瀬
を
広
み
打
橋
渡
す 
汝  
我  
来 
と
思
へ
ば

 
 

④
五
二
八

汝
が
来

と

長
く

　

こ
の
例
で
も
同
様

汝
来

で
は
な
く

汝 
我 
来

と
一
字
一
音
書
き
さ
れ
る
こ

と
で

そ
れ
に
相
応
す
る

ナ
ガ
ク

の
音
列
が

特
別
に
意
識
化
さ
れ
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
に
な

て
い
る

仮
名
書
き
の
形
式
を
採
る
こ
と
で
三
音
節
の
長
く

と
い
う

こ
と
ば

が

導
か
れ
易
い
よ
う
に

文
字
操
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

　

こ
の
よ
う
に

既
に
萬
葉
集
に
お
い
て

一
字
一
音

で

懸
詞

が
書
か
れ
る

と
い
う
傾
向
は

そ
れ
が
音
節
を
明
示
し
や
す
い

仮
名

で
あ
る
と
い
う
点
で

平
安
和
歌
に
多
く
見
ら
れ
る

含
蓄
型
懸
詞

文
脈
連
鎖
を
伴
わ
な
い

の
発
展

を

今
後

視
野
に
入
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

　

懸
詞

が

初
期
萬
葉
や
人
麻
呂
に
お
い
て

こ
と
ば

一
語

と
し
て
用
い

ら
れ
ず

常
に

周
縁
的
意
味

を
呼
び
込
む

枕
詞

や

序
詞

を
伴

て
用

い
ら
れ
る
の
は

懸
詞
と
い
う
も
の
が
そ
も
そ
も
外
縁
的
な
指
標
な
く
し
て
は

表
現
し
難
か

た

と
い
う
根
本
的
な
理
由
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う

　

文
字

は
原
則
的
に

有
意

な
は
ず
で
あ
る
と
い
う
書
記
者
の
判
断
は

文
字

そ
の
も
の
で

戯
れ
る

と
い
う
応
用
性
に

な
か
な
か
精
通
し
得
な
か

た
と
思

わ
れ
る

初
期
萬
葉
や
人
麻
呂
に

戯
書

と
い
う
文
字
用
法
を

ほ
と
ん
ど
見
な

い
こ
と
は

今
後
こ
の
辺
り
の
事
情
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

　

萬
葉
集
の
文
字
用
法
と
い
う
問
題
は

懸
詞
と
い
う
修
辞
技
巧
を
採
り
上
げ
た

だ
け
で
は

お
よ
そ
論
じ
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る

本
論
で
は

地

名
表
記
の
定
着
の
時
代
的
推
移
を
踏
ま
え
た
上
で

地
名
の

音

と

そ
の

文

字
化

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

焦
点
を
絞

て
論
じ
た
も
の
で
あ
る

　
注１　

直
木
孝
次
郎
氏

古
事
記
の
国
名
表
記
に
つ
い
て

飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究

塙

書
房1

9
7

  
 
 

5  
・9  

初
出

人
文
研
究

二
三
巻
一
〇
分
冊1

9
7

  
 
 

2  
・9  

田
中
卓
氏

古

事
記
に
お
け
る
国
名
と
そ
の
表
記

主
と
し
て
古
事
記
偽
書
説
へ
の
反
証

田
中

卓
著
作
集
十 
古
典
籍
と
史
料

国
書
刊
行
会1

9
9
3

  
 
 
 
・8  

古
事
記
年
報

二
四1

9
8

  
 
 

2  
・

1  
 

初
出

２　

鎌
田
元
一
氏
律
令
制
国
名
表
記
の
成
立

律
令
公
民
制
の
研
究
塙
書
房2

0
0

  
 
 

1  
・

3  

初
出

日
本
古
代
国
家
の
展
開

上1
9
9

  
 
 

5  
・11   

な
お

舘
野
和
己
氏

木
簡
の

表
記
と
記
紀

国
語
と
国
文
学

七
八
巻
一
一
号2

0
0

  
 
 

1  
・11   

に

古
事
記

と

木
簡
の
地
名
表
記
を
照
合
さ
せ
た
論
が
見
え

示
唆
的
で
あ
る

３　

野
村
忠
夫
氏

律
令
的
行
政
の
確
立
過
程

律
令
政
治
と
官
人
制

吉
川
弘
文

館1
9
9

  
 
 

3  
・12   

井
上
光
貞
博
士
還
暦
記
念
会
編

古
代
史
論
叢

中1
9
7

  
 
 

8  
・9   
初
出

４　

北
川
和
秀
氏

万
葉
集
の
地
名
表
記
に
つ
い
て

国
名
を
中
心
に

美
夫
君

志

第
七
四
号2

0
0

  
 
 

7  
・3  

５　

真
淵
説
を
肯
定
す
る
も
の
に
後
藤
利
雄
氏
人
麿
の
歌
集
と
そ
の
成
立

至
文
堂 

1
9
6

 
 
 

1  
・10   

否
定
す
る
も
の
に

石
井
庄
司
氏

古
典
考
究

万
葉
編

八
雲
書
店 

1
9
4

 
 
 

4  
・2  

阿
蘇
瑞
枝
氏

柿
本
人
麻
呂
論
考

桜
楓
社1

9
7

  
 
 

2  
・11   

６　

石
井
庄
司
氏

古
典
考
究

万
葉
編

に

た
と
へ
和
銅
六
年
五
月
か
ら
公
に
近

江
と
い
ふ
字
面
が
用
ひ
ら
れ
た
に
し
て
も

そ
れ
よ
り
以
前
に
も
私
に
は
近
江
と
い
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ふ
字
面
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い

と
述
べ
る
ほ
か

人
麻
呂
集
中
大
部

分
淡
海
と
あ
り

僅
か
に
一
つ
の
例
し
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら

此
の
文
字
使
用
法
の

点
か
ら
云
つ
て
も

人
麻
呂
集
を
以
て
和
銅
六
年
と
以
後
と
断
定
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
ば
か
り
で
な
く

そ
れ
よ
り
も
も
つ
と
古
く
飛
鳥
藤
原
時
代
に
ま
で
遡
つ
て
も

何
等
不
合
理
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
ふ

と
い
う

一
方
で

北
川
和
秀
氏

人
麻
呂

歌
集

近
江

表
記
に
つ
い
て

柿
本
人
麻
呂

全

2
0
0

 
 
 

0  
・6  

に
は

近
江

遠
江

表
記
の
成
立
を

大
宝
の
頃
に
成
立

し
た
と
述
べ

国
名
改
変
の
時
期

と
事
情
と
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

た
と
す
れ
ば

人
麻
呂
歌
集
の
筆
録
も
大
宝

元
年
以
降
で
あ

た
と
考
え
る
べ
き
こ
と
と
な
る

と
結
論
す
る

７　

同
石
神
遺
跡
木
簡
に

×  
 
□ 
浅
井
評

木
簡
研
究

二
七
号

2
0
0

  
 
 

5  
・11   

と
あ

海
カ

り

あ
ふ
み

の
国
名
表
記
と
推
測
さ
れ
る

ま
た
藤
原
京
跡
左
京
七
条
出
土
木
簡

に
も

近
水
海

と
あ
る

飛
鳥
・
藤
原
京
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
一
七

2
0
0
3

 
 
 
 

８　

淡

⑪
二
四
三
九

は

原
文

淡
海

と
あ
り

廣
瀬
本
を
含
む
古
写
本
共

通

こ
の
訓
み
に
つ
い
て

ア
フ
ミ
ノ
ウ
ミ

で
は
な
く

淡
海

で

ア
フ
ミ

ノ

と
訓
む
説
を

早
く

代
匠
記

に
あ
る

木
下
正
俊
氏
が
呈
示
し
て
い
る

廣
瀬
本
萬
葉
集

そ
の
後
の
こ
と

な
ど

萬
葉

一
五
六
号

1
9
9

  
 
 

6  
・1  

た

だ
し

萬
葉
集
の
多
く
の
歌
が

ア
フ
ミ
ノ
ウ
ミ

と
詠
み

ま
た

淡

一
字

で

ア
フ
ミ

を
表
わ
し
た
木
簡

本
論
参
照

が
あ
る
以
上

ア
フ
ミ
ノ
ウ
ミ

と
五
音
で
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う

９　

ウ
ヂ

の
表
記
に
つ
い
て

人
麻
呂
歌
集
の
連
続
す
る
四
首

⑪
二
四
二
七

⑪

二
四
三
〇

が

一
首
だ
け

宇
治

と
記
し

そ
れ
以
外
を
 
是 

と
表
記
す
る
こ

ウ
ヂ

と
と

同
様
の
問
題
性
で
あ
る

稲
岡
耕
二
氏

文
字
の
歌
へ

人
麻
呂
歌
集
古
体
歌

の
表
現

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要

一
七
号

2
0
0

  
 
 

0  
・3  

文
字
の
歌
へ
の
転

換

人
麻
呂
歌
集
古
体
歌
の
表
現

上
代
文
学

八
四
号2

0
0

  
 
 

0  
・4  

に

情
報

を
補
う
文
字
表
現

と
し
て

こ
の

宇
治

の
表
記
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

　
　
　

な
お

稲
岡
耕
二
氏

漢
字
で
歌
う
工
夫

五

是
川

と

宇
治
川

人
麻

呂
の
表
現
世
界

古
体
歌
か
ら
新
体
歌
へ

岩
波
書
店1

9
9

  
 
 

1  
・7  

に

こ
の
一
首

だ
け
で
も

宇
治

と
記
し
て
お
か
な
い
こ
と
に
は

前
後
の

是
川

も
ウ
ヂ
カ
ハ

で
あ
る
と
読
者
が
判
断
す
る
手
掛
か
り
を
失
う
に
違
い
な
い

中
略

是
川

の
場

合
よ
り
も
い

そ
う

是
度

は

ウ
ヂ
ノ
ワ
タ
リ

と
は
訓
ま
れ
難
い
と
い
う
こ
と

も
考
慮
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い

と
記
す

　
　

舘
野
和
己
氏
前
掲
注

２

論
文

10

　
　

人
麻
呂
の
地
名
表
記
に
多
い
音
訓
仮
名
交
用
例
に
つ
い
て

小
稿

万
葉
集
の
音
訓

11

仮
名
交
用
表
記

人
麻
呂
の

う
た

の
文
字
と
し
て
の

仮
名

日
本
女
子

大
学
紀
要　

文
学
部

五
五
号

2
0
0

  
 
 

6  
・3  

に
一
覧
を
掲
げ
た

　
　

人
麻
呂
歌
集
歌
に

背
兒

と
書
い
た
例
が
あ
り

⑪
二
四
五
九

⑪
二
四
六
五

12

セ

に

背

を
用
い
た
早
い
例
と
し
て
認
め
ら
れ
る

な
お
音
訓
仮
名
を
交
用
し

た
も
の
に

世
子

⑩
二
〇
一
五

の
用
字
が
あ
る

　
　

長
屋
王
歌
に
宇
治
間
山
朝
風
寒
し
旅
に
し
て
衣
貸
す
べ
き
妹
も
あ
ら
な
く
に

①

13

七
五
と
あ
る
が
宇
治
間
山
は
吉
野
に
あ
る
山
の
名
で
あ
る

な
お

氏
氏
族

の
意
で

大
伴
の
宇
治
と
名
に
負
へ
る
ま
す
ら
を
の
伴

家
持
⑳
四
四
六
五

と

仮
名
書
き
し
た
例
は
見
ら
れ
る

　
　

稲
岡
耕
二
氏
前
掲
注

９

論
文
に
詳
し
い

14
　
　

稲
岡
耕
二
氏
前
掲
注

９

著
書
に
詳
し
い

15
　
　

木
簡
デ

タ
ベ

ス
か
ら
は

地
名

木
幡

木
旗

は
拾
え
な
い

梶
子
遺
跡

16

静
岡
県
伊
場
遺
跡
付
近

か
ら
 
□ 
幡
比
女
命
尓
千
幡
男
□

八
世
紀
前
半
ま
で

木
カ

の
史
料

木
簡
研
究
一
五
号1

9
9

  
 
 

3  
・11   

と
書
か
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

在

地
神
へ
の
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
か

木
幡
媛

は
京
都
宇
治
市
の

許
波
多
神
社

の
祭
神
と
し
て
も
伝
わ
る

　
　

土
橋
寛
氏

万
葉
集
の
文
学
と
歴
史

塙
書
房

1
9
8

  
 
 

8  
・6  

17
　
　

国
史
大
辞
典

や
ま
し
ろ
の
く
に

の
項

井
上
満
郎
氏
担
当

に
よ
れ
ば

18

そ
の
表
記
は

は
じ
め
山
代

つ
い
で

大
宝
律
令

の
制
定
・
施
行
に
伴

て
山

背

さ
ら
に
平
安
京
へ
の
遷
都
に
よ

て

延
暦
十
三
年

七
九
四

に
山
城
と
改
称

さ
れ
た
こ
と
は
資
料
の
う
え
で
明
ら
か
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る

　
　

な
お

藤
原
宮
木
簡
に

大
和
国
高
市

木
簡
研
究

二
〇
号

1
9
9

  
 
 

8  
・11   

と
あ

19

り

萬
葉
集
に
は
見
ら
れ
な
い

大
和

の
表
記
が

藤
原
宮
時
代
に
見
え
る

　
　

但
し

元
暦
校
本

伝
冷
泉
為
頼
筆
本
に

倭

と
あ
る

20
　
　

左
注
に

奈
良
遷
都
の
後

と
あ
る
も
の
の

萬
葉
第
二
期
の
例
と
考
え
ら
れ
る

21

注
釈

全
注

他

　
　

山
口
佳
紀
氏

音
読
注
に
関
す
る
若
干
の
考
察

古
事
記
の
表
記
と
訓
読

有
精

22

堂
1
9
9

  
 
 

5  
・9  

　
　

な
お

直
木
孝
次
郎
氏

平
群
鮪
を
め
ぐ
る
歌
物
語
の
成
立
に
つ
い
て

夜
の
船

23

出

塙
書
房1

9
8

  
 
 

5  
・6  

は

ウ
ダ

の
地
名
表
記
に
つ
い
て

訓
仮
名

菟
田

か

ら

宇
陀

宇
太

へ
と
推
移
し
た
と
考
え

音
仮
名
表
記
の
方
が
新
し
い
こ
と
を

「懸詞」と地名表記

19
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指
摘
す
る

p
3
0
0

 
 
 
 

及
び
注

　
　

阿
真

は
東
野
治
之
氏
の
釈
読

出
土
資
料
か
ら
み
た
漢
文
の
受
容

漢
文
学
展

24

開
の
背
景

国
文
学

四
四
巻
一
一
号

1
9
9

  
 
 

9  
・9  

　
　

春
登
の

万
葉
用
字
格

は

略
訓

に
つ
い
て

音
が
つ
づ
ま

た
も
の
と
理

25

解
す
る

し
か
し
そ
れ
ら
の
殆
ど
の
例
は

一
語
で
存
在
す
る
古
代
語
で

語
源
が
通

じ
合
う
も
の
が
多
い
と
い
う

池
上
禎
造
氏

真
名
本
の
背
後

国
語
国
文

十
七

巻
四
号

漢
語
研
究
の
構
想

岩
波
書
店

1
9
8

  
 
 

4  
・7  

氏
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る

春
登
の
万
葉
用
字
格
に
は
略
訓
と
い
う
項
を
立
て
て 
網 
・ 
足 
・ 
五 
・ 
刻 
・
以
下

ア 

ア 

イ 

キ

色
々
の
も
の
が
あ
げ
て
あ
る
が
総
て
別
の
見
地
か
ら
扱
う
べ
き
も
の
と
思

て
い
る

イ
ツ
ツ
・
キ
バ
の
イ
・
キ
が
根
幹
で
あ
る
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い

網
足
も
古
代
語

で
は
ア
で
あ

た
と
見
ら
れ
る

中
略

か
く
し
て

音
の
場
合
に
ア
ン

ア

安

の
よ
う
に
略
さ
れ
る
こ
と
は
訓
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
上
代
の
も
の
は
説

明
で
き
る

p
1
8
0

 
 
 
 

　
　
　

同
様

井
手
至
氏
は

春
登
上
人
が
い
う
略
訓
仮
名
は

一
音
節
の
古
語
が
想
定
さ

れ
る
も
の
か

母
音
連
接
に
よ

て
生
じ
た
音
の
融
合
や

脱
落
現
象
と
し
て
説
明
し

う
る
も
の
ば
か
り
で

略
訓
仮
名
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い

る

井
手
至
氏

上
代
に
お
け
る
漢
字
の
用
法

鶴
久
氏

上
代
の
借
訓
仮
名
と
母

音
脱
落
現
象
を
め
ぐ

て

萬
葉

六
六
号

1
9
6

  
 
 

8  
・2  

萬
葉
集
訓
法
の
研
究

お

う
ふ
う1

9
9

  
 
 

5  
・10   
 

参
考
の
こ
と

　
　

皮

の
字
音
に
つ
い
て
は

犬
飼
隆
氏

万
葉
仮
名

皮

を
め
ぐ

て

万
葉

26

仮
名
前
史
試
論

上
代
語
と
表
記

お
う
ふ
う

2
0
0

  
 
 

0  
・10   

平
川
南
氏
・
神
野

志
隆
光
氏

対
談 
文
字
資
料
の
現
在
と
古
代

国
文
学

四
四
巻
一
一
号1

9
9

  
 
 

9  
・

9  

墨
書
土
器
の
研
究

吉
川
弘
文
館2

0
0

  
 
 

0  
・11   
 

所
収

東
野
治
之
氏
前
掲
注
　
24

論
文

　
　

平
川
南
氏
・
神
野
志
隆
光
氏

対
談 
文
字
資
料
の
現
在
と
古
代

国
文
学

四

27

四
巻
一
一
号

1
9
9

  
 
 

9  
・9  

墨
書
土
器
の
研
究

吉
川
弘
文
館2

0
0

  
 
 

0  
・11   
 

所
収p

4
6
3

  
 
 
 

p
4
6
8

 
 
 
 
 

部
分
的
に
補
正

　
　

東
野
治
之
氏
は

こ
の
よ
う
な
日
本
語
表
記
の
展
開
や
多
様
さ
は

他
の
七
世
紀

28

代
の
資
料
か
ら
も
う
か
が
え
る

さ
き
に
ふ
れ
た
竜
角
寺
関
係
の
ヘ
ラ
書
瓦
も
そ
の

好
例
で
あ
る

年
代
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
確
定
の
要
素
も
あ
る
が

下

て
も
八
世

紀
前
半
ま
で
と
み
て
よ
い
資
料
で
あ
る

こ
こ
で
は
同
じ
地
名
か
集
団
名
と
考
え
ら

れ
る
語
が

表
記
を
異
に
し
て
多
数
み
ら
れ
る
が

音
訓
交
用
が
著
し
い

と
述
べ

さ
ら
に

記
紀
や

万
葉
集

な
ど
に
見
ら
れ
る 
体  
系  
的  
な  
表  
記 

 
 
 
 
 
と  
は 
 
 
異  
な  
る  
表  
記 

 
 
 
 

 
が  
  
そ  
の  
底  
辺  
に  
存  
在 

 
 
 
 
 
 
 
し  
て  
い  
た  
と  
い  
え 

 
 
 
 
 
 
 
よ  
う 

東
野
治
之
氏
前
掲
注
　

論

 

24

文

傍
点
引
者

と
指
摘
し
て
い
る

　
　

小
稿
前
掲
注
　

論
文

音
仮
名
と
訓
仮
名
を
交
え
た
表
記

万
葉
集
仮
名
書

29

11

き
歌
巻
と
和
歌
木
簡
資
料
を
中
心
に

日
本
女
子
大
学
紀
要　

文
学
部

五
四
号 

2
0
0

 
 
 

5  
・3  

上
代
文
字
資
料
に
お
け
る
音
訓
仮
名
の
交
用
表
記

難
波
津
の
歌
な
ど

の
木
簡
資
料
を
中
心
に

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要

第
一
五
号2

0
0

  
 
 

5  
・3  

に

詳
述

　
　

井
上
秀
雄
氏

朝
鮮
で
の
文
字
の
展
開

上
田
正
昭
編

日
本
古
代
文
化
の
探 

30

求　
文
字

社
会
思
想
社

1
9
7

  
 
 

5  
・7  

藤
堂
明
保
氏

漢
字
文
化
圏
の
形
成

岩
波

講
座　

世
界
歴
史
６　

東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成

Ⅲ　

岩
波
書
店

1
9
7

  
 
 

1  
・1  

中
村
元

氏

漢
字
文
化
圏
の
展
開

佐
藤
喜
代
治
編

漢
字
講
座　

第
一
巻　

漢
字
と
は

明
治
書
院

1
9
8

  
 
 

8  
・5  

な
ど

　
　

小
稿
前
掲
注
　

論
文

31

11

　
　

村
島
祥
子
氏

万
葉
集
に
お
け
る
掛
詞
的
表
現

日
本
文
学
誌
要

五
九1

9
9

  
 
 

9  
・

32

3  

は

固
有
名
詞
の
懸
詞
が

万
葉
第
三
期
か
ら
第
四
期
に
か
け
て

激
減
し
て
い

く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

　
　

タ
フ
シ
に
つ
い
て
は
木
簡
に
答
志
郷

平
城
宮
発
掘
調
査
木
簡
概
報
九

33

p
6

 
 
 

下

と
あ
る
ほ
か

手
節
里

平
城
宮
発
掘
調
査
木
簡
概
報

六

p
8

 
 
 

下

と
も
あ
る

　
　

川
端
善
明
氏

万
葉
仮
名
の
成
立
と
展
相

日
本
古
代
文
化
の
探
求　
文
字

社

34

会
思
想
社1

9
7

  
 
 

5  
・7  

　
　

こ
と
ば
と
文
字
と
の
関
係
に
お
い
て

神
野
志
隆
光
氏
が
次
の
よ
う
に
提
言
し
て

35

い
る
こ
と
も
参
照
し
た
い

歌
に
つ
い
て
は

川
端
の
い
う
通
り

歌
が
表
現
す
る

も
の
は
こ
と
ば
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が

意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
文
字
に
よ

て
そ
れ
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
う
け
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う

こ
と
ば
の
問
題
と
し
て

古
事
記

の
歌
は
文
字
が
こ
と
ば
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
し
て
あ
り

人
麻
呂
歌
集
の

歌
は
文
字
が
意
味
を
負
い
な
が
ら
こ
と
ば
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る

そ
の

文
字
が

意
味
を
負
い
な
が
ら
こ
と
ば
を
あ
ら
わ
す
こ
と
を

ど
う
見

そ
こ
に
ど
う
ア
プ
ロ

チ
で
き
る
か

こ
と
ば
を
意
味
的
に
あ
ら
わ
し
な
が
ら

こ
と
ば
と
は
別
に
文
字
が

働
く

そ
れ
は

こ
と
ば
の
意
匠
と
し
て
の
文
字

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か

上
代
文
学

八
四
号2

0
0

  
 
 

0  
・4  
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氏
が
述
べ
る
よ
う
に
 
こ  
と  
ば 

 
 
 

を  
意  
匠  
す  
る 
も
の
と
し
て

文
字
が
機
能
し
て

 
 
 
 

い
る
こ
と
を

う
た

の
文
字
の
問
題
と
設
定
し

捉
え
た
い
の
で
あ
る

　
　

川
端
善
明
氏
前
掲
注
　

論
文

ま
た

義
訓
仮
名

の
指
摘
は

時
代
別
国

36

34

語
典
大
辞
典
上
代
編

の

上
代
語
概
説

第
二
章

文
字
お
よ
び
音
韻

橋
本
四

郎
氏
担
当
部
分

に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る

三
省
堂

1
9
6

  
 
 

7  
・12   

「懸詞」と地名表記
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